


平成27年度文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業（通称COC＋事業）さが地方創生人
材育成・活用推進プロジェクト」は、平成25年度文部科学省「地（知）の拠点整備事業」を発展させた事業
として始まりました。これまで「大卒者の地元就職率の向上」と「雇用の拡大と創出」をミッションとし、佐賀
県内の西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学・西九州大学短期大学部のCOC+参加校、そし
て、佐賀県及び10市10町の地方公共団体、経済団体、県内企業及びNPO法人などの各機関が連携した「さ
が地方創生人材育成・活用推進協議会」を中心に、オール佐賀の取り組みを推進して参りました。

事業の最終年度となる令和元年度は、「さがを創る大交流会」の開催、多様な働き方や地域を志向する
キャリア教育、事業協働機関を中心とした正課インターンシップの充実、キャリアセンターが企画する多様な
就職支援の取り組みを行い、学生と県内企業・団体との交流の機会の増加を図りました。

「2019さがを創る大交流会」は、県内の145機関が出展し、佐賀県内の大学・短大生1,221名が参加しま
した。多くの学生から、「佐賀のことを知ることができた」「佐賀県での就職を考えるきっかけとなった」とい
う意見が聞かれ、交流会の開催は地元就職率の向上に一定の効果を上げてきていると思われます。また、
県内企業・団体等での正課インターンシップ参加学生数は、事業達成目標基準年（平成26年度）と比べ４倍
以上となっており、本事業での取り組みを通して、多くの学生が県内企業・団体との関係を構築しています。

しかし、近年の雇用環境を背景に、就職率は全体としては極めて高い水準にありますが、本事業のミッショ
ンである「大卒者の地元就職率の向上」という点においては、厳しい状況が続いています。そのため、今年度
で補助事業としては終了となりますが、人口減少とそれに伴う地域経済の縮小という課題解決のためには、
地方創生を担う人材を育成し、その人材が活躍できる場の創出を図る “オール佐賀” での取り組みを継続し
ていく必要があります。

県内大学・短期大学においても、大学間・産学官連携を強化するとともに、全学的な取り組みを推進して
参ります。地域の方々や関係機関の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援とご協力を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

本報告書は、令和元年度の本事業の取り組み内容を取りまとめたものです。広く、地域社会に公開し、本事
業へのご理解とご協力を賜りたいと存じます。

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」会長

国立大学法人　佐賀大学　学長　兒玉　浩明

◆　ご挨拶
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佐賀大学は、平成27年度文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業（通称COC＋事業）：

さが地方創生人材育成・活用プロジェクト」の採択を受け、佐賀県内の西九州大学・九州龍谷短期大学・佐

賀女子短期大学・西九州大学短期学部のCOC+参加校とともに地元就職率向上での貢献を目指していま

す。地方創生を主導する佐賀県及び10市10町の地方公共団体、雇用の拡大と創出のために産業振興に取り

組む佐賀県商工会議所連合会をはじめとする経済団体、県内企業及びNPO法人など、本プロジェクトの意

義をご理解頂いた各機関とともに「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」を設置し、佐賀県の地方創生

に必要な人材を輩出することで「産学官金労言連携」による雇用の拡大と創出を「オール佐賀」で取り組ん

で参りました。本事業は、本年度が補助事業としては、最終年度となりましたが、補助事業終了後も地元就

職・定着に向けた取り組みを進めて参ります。

ところで、地元就職率の向上に関しては、依然として極めて厳しい状況が続いています。地元の佐賀県に

は、魅力的な就職先が無いという学生の意識の改善や魅力的な就職先の発掘と学生ニーズとのマッチング

機能の強化に加え、企業側にも雇用環境や働き方のさらなる改善、インターンシップの受け入れなど、これま

で以上の積極的な採用活動が必要です。さらには、「超売り手市場」とも呼ばれる就職状況の中で、地元就

職率の向上のためには、若者が地元（地方）で働き暮らすということの意味や価値観（ライフ・デザイン）の

転換まで含めて、かなり根源的な問いかけが必要です。これらは、「ローカルキャリア・デザイン」教育として、

高等教育のみならず中等教育も含めた全県的な取り組みも必要です。

本報告書は、平成31（令和元）年度の取り組みを取りまとめたものですが、本事業に関わる自己点検評価・

外部評価の結果も踏まえ、次年度以降の地方創生を担う人材育成のオール佐賀での取り組みに参考となれ

ば幸いです。

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋事業）

「さが地方創生人材育成・活用プロジェクト」事業実施責任者

国立大学法人　佐賀大学全学教育機構　教授　五十嵐　勉

◆　ご挨拶
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◆　地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+事業）
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我が国が世界に先駆けて迎えている人口減少・超高齢化社会において、『人口減少が地域経済の縮小を
呼び、地域経済の縮小が人口減少を加速させる』ことが危惧されており、これによって生じる地方と東京の経
済格差拡大が、魅力ある職を求める我が国の人口を地方から東京圏へ流出させていると指摘されています。
特に、このような人口流出は、大学入学時及び大学卒業・就職時の若い世代に集中しています。このような人
口減少と地域経済の縮小に歯止めをかけ、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創
生するためには、意欲と能力のある若者が地域において活躍できる魅力ある就業先や雇用の創出等に国と
地方が一体となって取り組んでいくことが急務となっています。

平成25年度から「地域のための大学」として、各大学の強みを生かしつつ、大学の機能別分化を推進し、
地域再生・活性化の拠点となる大学の形成に取り組んできた「地（知）の拠点整備事業（大学COC*事
業）」を発展させ、平成27年度より地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある就職先を創出・
開拓するとともに、その地域が求める人材を養成するために必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学
の取組を文部科学省が支援し、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的としています。

【平成27年度地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）より抜粋】
（*COC：Center of Community）

文部科学省「COC+事業の概要」
（http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/coc/1356356.htm）



◆　さが地方創生人材育成・活用プロジェクト
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本事業は事業協働機関「さが地方創生人材育成・活用推進協議会*」において、大卒者の地元就職率向上
と地域産業の振興による雇用の拡大・創出に協働して取り組む事業です。

*「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」
COC+大学（佐賀大学）、COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学・西九

州大学短期大学部）、地方公共団体（佐賀県、佐賀市・唐津市・鳥栖市・伊万里市・武雄市・小城市・神
埼市・鹿島市・嬉野市・多久市、みやき町・白石町・ 有田町・基山町・吉野ヶ里町・太良町・江北町・上峰
町・大町町・玄海町）、佐賀県市長会（佐賀市）佐賀県町村会（みやき町）、経済団体、企業及びNPO等
で構成される。

佐賀大学ではこれまでの地域を志向した教育・研究・社会貢献の実績である地（知）の拠点整備事業（通
称：大学COC事業）：コミュニティ・キャンパス佐賀アクティベーション・プロジェクトを基盤とし、教育改革や
雇用の拡大創出に取り組んでいます。

教育改革 雇用の拡大・創出

地元志向教育（大学COC事業）から
地域志向キャリア教育へ

学部等の「強み」を生かした研究・社会貢献

● 地域志向型科目の全学必修化
● 教養教育：インターフェースプログラム（8 単位）
● キャリア・地域志向型副専攻（平成 30 年度より順次実施）
● インターンシップを含む地域志向キャリア教育科目
● 創造型工系キャリア教育
● PBL、アクティブ・ラーニング、ラーニング・ポートフォリオ
● 地元入学率の向上（高大接続教育）

● 農業の高度化と6 次産業化
● セラミックス産業を担う人材育成
● 唐津コスメティック産業
● バイオマス産業
● IT（デジタルコンテンツ）産業事業
● 地域デザイン事業
● 地域労働市場分析事業
● 佐賀県における産学官包括連携協定事業
● 子ども発達支援士、障がい者就労支援士、社会福祉士

※地域を志向するキャリア教育の改革には、ラーニング・ポートフォリオに基づく自己管理・改善の学習記録の活用等により実行しています。

各大学との連携
佐賀大学及びCOC+参加校は、それぞれの「強み」

を活かした地方での雇用の拡大・創出に繋がる重点
的かつ戦略的な研究・社会貢献プロジェクトを推進
し、地域ニーズ対応型の戦略的研究の推進による雇
用の拡大・創出に貢献し、学生の地元就職率の向上に
努めています。

教育プログラム開発委員会の開催や事業協働地域
におけるインターンシップ機能の強化、共同FD・SD研
修、シンポジウム、地域を志向するキャリア教育のため
の特別講義等の企画と実践を推進しています。

事業協働機関との連携による学生と企業等とのマッ
チングイベント「さがを創る大交流会」を含む地方創生
を担う人材の育成に向けた教育・研究・社会貢献も推
進しています。



◆　プロジェクト紹介
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教育改革及び雇用の拡大・創出を達成するために、コーディネーターの活用を
含む佐賀大学及び事業協働機関「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」
の推進体制の機能強化、地域を志向するキャリア教育のプログラム開発と実践
及び雇用の拡大・創出のための戦略的研究・社会貢献の推進のための具体的事
業を実施します。

佐賀大学及びCOC+参加校における本事業への全学的な取り組みと連携の
強化のための共同FD・SD及びシンポジウムを実施し、事業協働機関を構成する
地方公共団体・経済団体・企業・ＮＰＯ等の関係機関の連携による学生と企業
等とのマッチングイベント（さがを創る大交流会）を含む地方創生を担う人材の育
成に向けた教育・研究・社会貢献を推進していきます。

A

EDCB

IHGF

MLKJ

佐賀大学及び
事業協働機関全体

佐賀大学
経済学部

佐賀大学教育学部
（H28.4 開設）

佐賀大学芸術地域デザ
イン学部（H28.4 開設）

佐賀大学全学教育
機構（教養教育）

佐賀大学キャリアセン
ター・アドミッション
センター

佐賀大学農学部佐賀大学
理工学部

佐賀大学医学部

西九州大学
短期大学部

佐賀女子短期大学九州龍谷短期大学西九州大学

地方創生を担う人材育成の
ための推進体制の構築とそ
の運営
「さが地方創生人材育成・活
用推進協議会」において、大
卒者・短大卒者の地元就職
率の向上と地域産業の振興
による雇用の拡大・創出に
協働で取り組みます。

産業界との連携による実践
的地域志向キャリア教育及
び地域労働市場の実態調査
分析
地域労働市場実態調査、県内
企業経営者による講義、県内
企業における単位制インターン
シップの実施を通して県内企業
間の相互理解向上と学生の社
会人基礎力の獲得を図ります。

子どもの発達支援士育成
（COC+参加大学との連
携）
佐賀県5大学の取り組みであ
る「子ども発達支援士養成
プログラム」を見直し、向上
させつつ、さらにその資格を
用いて、地元の就職につな
げていくことを目的としてい
ます。

地域芸術デザイン力の養成
による地域再生を担う人材
育成
地域ニーズ対応型の教育研
究を行い、陶磁器関連企業
等や地元自治体・関連諸団
体と協働し、「やきものイノ
ベーション」の創出と地域の
活性化・再生に寄与できる
人材の育成を推進します。

地域志向型キャリア教育の
プログラム開発とその実施
「個人と社会との持続的発
展を支える力」を培うイン
ターフェースプログラムの地
域志向化に取り組み、地元
就職意欲の向上につながる
キャリア教育を核とする教育
改革を進めます。

地元就職率向上のための支
援と高大連携による地元入
学率の向上
大学の教育・研究に触れ高
校生に大学に対する理解を
深めてもらう取り組みや学生
に県内企業の情報発信、イン
ターンシップ合同説明会など、
地元就職を希望する学生との
マッチングを推進します。

農業のIT化と6次産業化を
担う人材育成
佐賀の豊富な農林水産業に
基づいて、新産業の創出と
高度化に取り組み、６次産
業化の人材育成と地元雇用
の創出を目指します。

産業界との連携による創造
型工系キャリア教育による
人材育成
企業セミナーやインターン
シップの実施、地域に即した
ものづくりや地元企業との
共同研究、地域環境志向型
まちづくりを通じて学生の社
会力養成を図ります。

障がい者就労支援士の養成
佐賀地域における障がい支
援の実状について学び、学
生が将来希望する職域にお
いて生活・就労支援できる
基礎的能力を養い、対象と
なる方の治療継続と生活の
質の向上による共生社会構
築に貢献することを目的とし
ています。

アクティブ・ラーニングによ
る地域志向キャリア教育・
子ども発達支援士の養成
社会生活・職業理解につな
がる態度や志向性、知識・
技能を獲得し、社会の一員
として地域の発展に寄与す
べく、主体的・対話的な能動
的学習を中心とした教育改
革に取り組んでいきます。

アクティブ・ラーニングによ
る地域志向キャリア教育・
子ども発達支援士の養成
地域と連携した特別の教育
プログラムを開講し、学生の
学びの場、地元理解を柱と
した教育改革を推進してい
ます。

アクティブ・ラーニングによ
る地域志向キャリア教育・
子ども発達支援士の養成
授業や演習で学んだ知識や
技能を実践の場で活かす力
を身につけ、「個人と社会との
持続的発展を支える力」を培
うことを目的としながら地元
就職意欲の向上につながる
教育改革を進めていきます。

地域志向キャリア教育の改
善（PBL化等）・中長期実
践型を含むインターンシッ
プの高度化
大学COC事業で培った成果を
事業協働地域への学生就業へ
と発展させ、実社会に通じる実
践力や佐賀に対するシビックプラ
イドを育成し、「さがの未来を創
る」人材育成を進めていきます。
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さが地方創生人材育成・活用推進協議会
地方創生を担う人材の育成と活用を推進するために佐賀県内の大学・短大と地方公共団体、産業界・

NPOなどが連携した「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」を平成28年2月に設置しました。
佐賀大学学長を協議会会長とし、年に1回の総会において事業全体の進捗状況に関する自己点検・外部

評価の結果を踏まえながら、点検と改善を進めてきました。また、協議会内には実務者からなる「幹事会」や
大学・短大の事業責任者からなる「教育プログラム開発委員会」が設置されており、事業協働機関加盟団
体や企業等との連携強化や大学・短大によるキャリア教育の強化を中心とする教育プログラムの企画の推
進が行われています。幹事会には平成29年度よりインターンシップ推進専門委員会も設置され、県内のイン
ターンシップを協働して推進しています。これらの事業は、佐賀大学に設置した「地域創生推進センター」が
事務局となり、運営委員会で業務統括をし、佐賀大学学長をトップとする佐賀大学地域創生推進実施本部
により全学的な取り組みを進めています。
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プロジェクト

A
地方創生を担う人材育成のための推進体制の構築とその運営

事業実施主体：佐賀大学及び事業協働機関全体

●  令和元年度の取り組み
■　令和元年度年表

令和元年

  4月～12月 さがを創る大交流会実行委員会（月1回・計7回開催）

  4月25日 第1回 幹事会

  5月20日 第2回 幹事会

  5月27日 第1回 インターンシップ推進専門委員会

  5月31日 第1回 教育プログラム開発委員会

  6月17日 第1回 COC+事業推進部門会議

  7月  5日 第3回 幹事会

  7月 　　 さが地方創生人材育成・活用推進協議会総会 書面会議

  7月17日 「2019さがを創る大交流会」出展募集説明会

10月17日 第4回 幹事会

11月  4日 「2019さがを創る大交流会」開催

11月12日 第2回 COC+事業推進部門会議

12月17日 第2回 インターンシップ推進専門委員会

令和2年

  2月12日 第5回 幹事会

  2月13日 地域創生推進本部会議

  2月17日 さが地方創生人材育成・活用推進協議会総会

  2月21日 第2回 教育プログラム開発委員会

  3月  9日 令和元年度外部評価委員会

さが地方創生人材育成・活用推進協議会総会 さがを創る大交流会実行委員会 第2回インターンシップ推進専門委員会

◆  各プロジェクトの取り組み
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プロジェクトA

事業協働機関での取り組みとして、さが地方創生人材育成・活用推進協議会総会（書面会議1回、総会
１回）、幹事会（5回）、教育プログラム開発委員会（2回）、インターンシップ推進専門委員会（2回）を実施
し、事業方針策定や事業の進捗状況の確認、事業推進に係る具体的施策の企画・立案、令和2年度以降の
COC+事業の体制について協議し、事業を推進しました。佐賀大学内においては、地域創生推進本部会議
（1回）、COC+事業推進部門会議（2回）を実施し、事業方針の策定や事業の進捗状況の確認、学内の各
プロジェクトの進捗確認・情報共有を図りました。

また、令和元年11月に県内企業と学生の交流イベント「さがを創る大交流会」を開催しました。令和2年3月
に「地方創生人材育成・活用 これまでとこれから」をテーマにしたシンポジウムを開催予定でしたが、諸事
情により中止となりました。

全国的なネットワーク構築と連携においては、COC+事業として開催された「九州・沖縄COC/COC+合
同シンポジウム IN熊本」、千葉大学で開催された「千葉COC+ 2019年度フォーラム」、宮崎で開催された
「COC+シンポジウム2019」、宇都宮大学で開催された「宇都宮大学 地域創生推進機構 COC+シンポジウ
ム」へ参加しました。

COC+の事業内容の広報は、新聞やホームページ、各大学と連携して運用するFacebook、佐賀大学事務
局が発行するニュースレター等において積極的に情報公開・発信しました。また、「2019さがを創る大交流
会」においては、2019さがを創る大交流会実行委員の学生と共同して、新規にTwitterを活用した情報発信
を行いました。

第4回幹事会 第2回教育プログラム開発委員会 「2019さがを創る大交流会」開催風景
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■　教育・インターンシップ

教育プログラム開発委員会（２回）において
は、令和元年度の事業計画及びインターンシッ
プについての報告、外部評価結果を踏まえた課
題について協議し、地元就職率向上とともに各
大学の地元出身者の入学割合を高めていく必要
性について認識を共有しました。

インターンシップ推進専門委員会（２回）で
は、「2018さがを創る大交流会」でインターン
シップの受け入れ予定ありと回答した95機関の
うちインターンシップを実施していない機関や佐
賀県へ新規に進出した企業・団体への訪問等を
行い、受入先拡大を図り、佐賀大学における今
年度新規受入先は27機関となりました。また、インターンシップ共通様式の見直しを行い改定。さらに、平成
30年度に作成した佐賀インターンシップガイドブックの改訂版を作成しました（令和2年3月発行）。

■　就職支援・雇用の拡大と創出

コーディネーターを中心とした地元就職率向
上への取り組みとして、県内企業・自治体・団体
への訪問及び来訪を延べ53回実施（令和元年
12月現在）しました。正課インターンシップの受
け入れ等に関するニーズ調査、インターンシップ
プログラム内容の相談受付、他大学と連携した
インターンシッププログラムの開発・実施等を行
い、インターンシップ受入機関を拡大するととも
に採用状況を把握することができました。今年
度、新規に正課インターンシップ受け入れを行っ
た機関は27機関となり、正課インターンシップ
受入機関の拡大・強化を図ることができました。

また、キャリアセンター及び各学部と連携し、学部において抽出した地元就職志向の学生に対して、キャリ
アセンターが県内企業等の就職情報を提供する等、支援機能を強化することができました。

新規受入機関でのインターンシップ

県内企業訪問（株式会社ヨシムラ・唐津市）
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プロジェクトA

■　総会や交流会など全体の取り組み

□　さが地方創生人材育成・活用推進協議会総会（書面会議１回、通常総会１回）

令和元年7月に、令和元年度「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」総会を書面会議で開催し、前年
度事業の報告を行い意義なく承認を得ました。また、令和2年2月に、補助事業終了後（令和２年度以降）の
体制を協議するために通常総会を実施しました。通常総会では、書面会議の結果について報告を行った後、
平成27年度から令和元年度における取り組みの成果について報告しました。補助事業最終年度ということ
で、協議会の解散と補助事業終了後の推進体制について協議し、産学官連携と大学間連携を分け、それぞ
れを既存の組織の中で継続させる方向で検討を進める移行イメージを示して、意義なく了承されました。

＜第１回 総会（書面会議）＞

送　付　日 ：令和元年７月11日（木）

回 答 期 限 ：令和元年７月31日（水）

送　付　先 ：さが地方創生人材育成・活用推進協議会　協働機関（57機関）

＜第２回 総会＞

日　　　時 ：令和2年2月17日（月）13：30～15：00

場　　　所 ：佐賀大学本庄キャンパス理工学部6号館2階多目的セミナー室

出　席　者 ：さが地方創生人材育成・活用推進協議会協働機関（63名）

協 議 事 項 ：

１．平成30年度の事業報告と令和元年度の事業計画に関する書面会議の結果について

２．事業期間（平成27年度～令和元年度）における取り組みの成果について

　　・事業期間における取り組みに関する報告

　　・KPIの達成状況

３．さが地方創生人材育成・活用推進協議会解散とその後の推進体制について

　　・さが地方創生人材育成・活用推進協議会の解散

　　・補助期間終了後の推進体制（移行イメージ）

報 告 事 項 ：

１．幹事会実施報告

２．教育プログラム開発委員会実施報告

協議会総会には約60名が出席兒玉浩明協議会会長の挨拶 五十嵐勉教授から協議事項説明
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□　2019さがを創る大交流会
佐賀県内の企業・団体と学生・教員が交流し、情報交換・意見交換の場を創成することを目的とした

「2019さがを創る大交流会」を令和元年11月4日（月・振休）にSAGAサンライズパークにて開催しました。
県内の企業・団体、自治体等145機関が出展し、主に県内の大学・短期大学に通う学生等1,668名（内、

学生1,221名）が参加しました。参加学生からは、「佐賀にもたくさんの魅力的な企業があることが知れて良
かった」や「普段福岡に住んでいて、佐賀県内の企業は名前だけ聞いてもどういう仕事をされているのか分
からなかったのですごく勉強になった。佐賀県内での就職も視野に入れてみようと思った」「このイベントに
参加して、地元にこれほど多くの魅力的な企業があるということを初めて知った。今までは何となく福岡など
で就職を考えていたが、今回認識が改まる良い機会になった」などの意見が聞かれました。

本交流会の実施については、COC+大学、COC+参加校、佐賀県及び株式会社サガテレビ（協議会構成団
体）の担当者が集まる「さがを創る大交流会実行委員会」を月１回開催し、連携して実施することができまし
た。

また、出展機関及び参加学生アンケート結果を基に、交流会の成果や課題を取りまとめました。アンケート
結果の一部は、本報告書の72〜79ページに掲載しています。
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プロジェクトA

＜当日スケジュール＞

日　　　時：令和元年11月4日（月・振休）13：00～16：00

場　　　所：ＳＡＧＡサンライズパーク総合体育館

プログラム：

　12：00～ ★ 出展者向け事前セミナー

　12：40～ ◎ 開会式

　13：00～ さがを創る大交流会開始

　13：30～ ★ 「サガスト」発表会

　14：00～ 留学生ブースツアー

　14：20～ ★ マナー講座

　15：00～ ★ スーツ選び講座

　16：00～ 閉会

★ ステージイベント

　12：00～ 出展者向け事前セミナー（講師：ジョブカフェＳＡＧＡ　坂本圭介氏）

　13：30～ 「サガスト」発表会（発表者：学生3名）

　14：20～ マナー講座（講師：office color 代表　黒田彩氏）

　15：00～ スーツ選び講座（講師：スーツセレクトモラージュ佐賀　坂本眞理子氏）

◎ 開会式

　12：40～ さが地方創生人材育成・活用推進協議会会長挨拶　佐賀大学 学長 兒玉浩明

　12：45～ 知事挨拶　佐賀県知事 山口祥義氏

　12：50～ さがを創る大交流会学生実行委員エール

兒玉浩明協議会会長による開会の挨拶

熱心に話を聞く学生工夫を凝らした出展ブース

山口祥義佐賀県知事による挨拶

業務に使用する機器を体験できるブース

多くの学生が会場に集まった



14

＜ステージイベント＞
中央ステージでは出展機関及び学生向けに、出展者向け事前セミナー、「サガスト」発表会、マナー講座、

スーツ選び講座を開催しました。

出展者向け事前セミナー
ジョブカフェＳＡＧＡの坂本圭介氏を講師に迎え、出展

者向け事前セミナーを開催しました。当日会場に来られた
出展機関の方々に対して、ブースの展示方法や学生への声
のかけ方などについて説明しました。

「サガスト」発表会
企業を対象とした取材活動を通し、職業観の育成及び

地場中小企業の広報力強化を行うプログラム「サガスト」
に参加した学生3名による発表会。取材先の企業の紹介や
「サガスト」の活動から学んだことなどを発表しました。

マナー講座
社会人の基礎を学ぶセミナー。office color代表の黒田

彩氏を講師に迎え、参加学生に対して、就職活動やイン
ターンシップ、社会人になった際に役立つコミュニケーショ
ンマナーについて説明しました。

スーツ選び講座
スーツセレクトモラージュ佐賀の坂本眞理子氏を講師

に迎え、スーツやネクタイを選ぶポイントや着こなし方、マ
ナーなどの基本に加え、関連アイテムの説明などを行って
いただきました。

出展者向け事前セミナー開催

「サガスト」発表会での学生発表

マナー講座には多くの学生が参加

中央ステージでのスーツ選び講座
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プロジェクトA

＜留学生対象の取り組み＞
外国人留学生向けの取り組みとして、国際課が中心となり大交流会の英文チラシの作成・配布を行いまし

た。また、大交流会当日は留学生対象のブースツアーとアンケート（英文）を実施しました。

留学生ブースツアー
佐賀大学国際課の職員が、「留学生採用の予定あり」と

回答した35機関を訪問する「留学生ブースツアー」を実施
しました。あらかじめ、留学生を採用する予定がある機関
のブースラベルには「グローバルマーク」を表示し、参加し
た約15名の留学生が各出展機関を訪問しました。今年度
は、佐賀県産業労働部産業人材課に協力を依頼し、外国
人の就職に関する相談窓口機能の強化のため「佐賀県の
しごと相談室」に配置された専任相談員にもお越しいた
だきました。

＜大交流会開催までの取り組み＞
さがを創る大交流会開催までの準備として、さがを創る大交流会実行委員会の開催や出展募集説明会を

行いました。

さがを創る大交流会実行委員会
令和元年4月から12月まで、毎月1回（交流会開催月の

11月を除く計7回）「2019さがを創る大交流会実行委員
会」を実施しました。佐賀大学、西九州大学、九州龍谷短
期大学、佐賀女子短期大学、西九州大学短期大学部、佐
賀県、株式会社サガテレビの担当者、学生実行委員が集
まり、開催日程や会場、出展機関への案内方法、イベント
内容等について、開催に向けた協議を重ねました。

「2019さがを創る大交流会」出展募集説明会
令和元年7月17日（水）に、佐賀大学において出展機関

募集のための説明会を開催し、99機関（115名）が参加し
ました。説明会では交流会の概要、出展のポイント、当日
のプログラム、出展申し込み等の当日までのスケジュール
について説明し、出展を呼びかけました。

また、ジョブカフェSAGAに御協力をいただき、学生を呼
び込むための出展ブースのディスプレイ方法、声掛けや誘
導のポイントなどをご説明いただきました。

留学生ブースツアーに参加する留学生

第5回2019さがを創る大交流会実行委員会

7月に開催した出展募集説明会
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プロジェクト

B
地域志向型キャリア教育のプログラム開発とその実施

事業実施主体：佐賀大学全学教育機構

●  令和元年度の取り組み
大学COC事業を発展させた内容を含めたインターフェース・プログラム（地域志向型）及び基本教養科目

「チャレンジ・インターンシップA・B」及び「佐賀版キャリアデザイン」を開講しました。さらに、地域を志向す
る6つの副専攻プログラムを新規開設しました。

■　教育・インターンシップ

□　インターフェース・プログラム

インターフェース・プログラム（2〜3年次の選択必修・8単位）である、「地域創成学」プログラム、「有明海
学」プログラム、「地域環境の保全と地域社会」プログラム及び各学部の専門科目において、大学COC事業
を発展させた内容を含めた地域課題解決型の地域を志向する授業を実施しました。「地域創成学Ⅰ・Ⅱ」に
おいては、さがを創る大交流会の学生実行委員会を設置しました。

また、インターフェース・プログラムにおいては地域志向度を分類しており（※１）、地域志向教育が十分で
はないD型の2つのプログラムについては、地域志向教育の拡充に向けたシラバスへの記載を含め、修正を
行いました。今年度、新規開講したサブスペシャルティコースのプログラムについても地域志向教育を取り入
れ、シラバスに反映しました。
（※１）4科目の総コマ数60コマのうち、A型:48/60コマ以上(80%以上)、B型:30〜47/60コマ(50〜80%未
満)、C型3〜29/60コマ(5〜50%未満)、D型:2/60コマ(5%未満) に分類。

□　地域を志向する副専攻プログラム

地域を志向する副専攻プログラムは、インターフェース・プログラムに、サブスペシャルティコースとしてプロ
グラミング・データサイエンス、デジタルコンテンツ、芸術と社会、実践栽培、歴史文化、英語コミュニケーショ
ンの6つの新規のプログラムを追加し、このサブスペシャルティ・プログラムを基盤にしたそれぞれの副専攻を
設置し、令和元年度より新規に開設しました。

□　チャレンジ・インターンシップ

基本教養科目「チャレンジ・インターンシップA」（2020年3月4日〜17日までの6日間で実施予定、45時間・
1単位）、「チャレンジ・インターンシップB」（10日間・2単位）を、事業協働機関と連携して開講しました。「チャ
レンジ・インターンシップA」の履修者は16名、「チャレンジ・インターンシップB（五十嵐）」は、昨年度より12名
増の36名が履修。「チャレンジ・インターンシップB（五十嵐）」のインターンシップ受入れ先は、事業協働機関
を含む県内企業及び団体等、新規6機関を含む計13機関（企業4、自治体2、NPO・団体7）となりました。

「チャレンジ・インターンシップB（五十嵐）」においては、インターンシップ終了後に受入機関も参加する報
告会を開催するとともに、受入機関を対象にアンケートを実施し、来年度の実施に向けてプログラム内容を検
討中です。

「サガスト」での事前研修NPO法人温暖化防止ネットでのインターンシップ「地域創成学Ⅱ」で発表するさが創学生実行委員
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プロジェクトB

□　佐賀版キャリアデザイン

事業協働機関を含む県内の企業・NPO等と連携し、基本
教養科目「佐賀版キャリアデザイン」（全15回・2単位）を開講
し、192名が履修しました。事業協働機関を含む県内の企業・
NPO等から、外部講師7名を招聘し特別講義を実施しました。
講義では、佐賀や地域の魅力、地域における多様な働き方を
伝え、学生からは「佐賀の良さを知ることができた」「佐賀での
就職を前向きに考えようと思った」などの意見があったことか
ら、地元就職意欲の向上が図られたことが確認できました。

日　程 内　　容

10月  2日
「ガイダンス」
講師：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

10月  9日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅰ」
講師：山内　一祥　(全学教育機構・講師)

10月23日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅱ」
講師：井本　浩之（西九州大学/副学長・教授)

10月30日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅲ」
講師：井上　望（ジョブカフェＳＡＧＡ・キャリアアドバイザー）

11月  4日
「さがを創る大交流会」
担当：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

11月13日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅳ」
講師：村田　恵介（株式会社オプティム・マネージャー）

11月20日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅴ」SDGs・ESG:「社会が選ぶ企業」
担当：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

11月27日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅵ」
講師：竹内　陽慶（特定非営利活動法人鳳雛塾・事務局長）

12月  4日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅶ」ビジネスマナーを磨いて、私を変える　
担当：黒田　彩（office color・代表）

12月11日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅷ」佐賀市の都市戦略　
担当：豆田　仁（佐賀市役所企画政策課）

12月18日
「ローカルキャリアデザイン論Ⅸ」ローカリストが語るNPOの仕事　
担当：岩永　清邦（認定NPO法人地球市民の会・事務局長）

1月  8日
「ワークショップ」
講師：山内　一祥（全学教育機構・講師 )

1月15日
「インターンシップ報告会Ⅰ（チャレンジ・インターンシップＢ）」
担当：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

1月22日
「インターンシップ報告会Ⅱ（チャレンジ・インターンシップＢ）」
担当：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

1月29日
「インターンシップ報告会Ⅲ（チャレンジ・インターンシップＢ）」
担当：五十嵐　勉（全学教育機構・教授）

佐賀版キャリアデザインにおける「インターンシップ報告会」
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●  令和元年度の取り組み
芸術地域デザイン学部は芸術表現コースと地域デザインコースから成ります。学部では「芸術で地域を拓

き、芸術で世界を拓く」をコンセプトに、芸術を通して地域創生に貢献する人材を育成し、学部の特性に合わ
せた就職支援を行っています。

■　教育
□ 「地域創生フィールドワーク」

学部3年次のコア科目「地域創生フィールドワーク」を活用し、アートを通
して地域創生を担う人材の養成を行うために、学士主体の地域活動を実
施。有田の内山地区のイベント『うちやま百貨店』の一部の展示として芸術
地域デザイン学部の学生によるアート展示を行いました。この展示を通じて
有田町の地域資源を再発見し、地域内外の方に有田の魅力を伝えることが
できました。終了後には成果発表会を行い、学生にとってはアートを通じた
地域創生を考える機会となりました。

■　就職支援
□　芸術地域デザイン学部　デザイン系企業視察ツアー

令和元年10月25日に、「芸術地域デザイン学部　デザイン系企業視察ツ
アー」と題した企業訪問バスツアーを実施しました。芸術地域デザイン学
部学生の就学と関係の深い、株式会社東馬、株式会社ベガコーポレーショ
ン、株式会社レベルファイブの3社を訪問。日ごろ触れることのない企業の
内部を見学し、また人事担当者と意見交換をすることで、社会や企業が求
める人材、大学生活で学んで欲しいことなど、現場の実情を垣間見ることが
できました。学生からは、今後の進路を決めるうえで参考になったという意
見が多く挙がりました。

□　その他、学部独自の就職支援の取り組み
学部学生の就職支援ニーズに対応し、本学就職委員会と連携し、学部独自の就職支援セミナーを以下のと

おり実施しました。
4/17（水）「就職活動準備ガイダンス：インターンシップ・就活までのスケジュールとその対策」

  5/29（水）「クリエイティブ系職業の現場とキャリア形成」「ポートフォリオ作成のポイントと個別チェック」
  6/  5（水）「地域マネジメントセミナー：地域のために働くって？」
 6/19（水）「インターンシップの選び方」「エントリーシートの書き方、履歴書の書き方」
 6/26（水）「ビジネスマナー講座：就職・インターンシップにあたっての基本的なマナーと心構え」

  7/  5（金）「キャリアを考える」
  7/12（金）「OG・OB 講演会」「窯元等へのインターンシップ説明会」
7/19（金）「窯元等へのインターンシップ事前指導」

8/13（火）-9/28（土）「窯元等へのインターンシップ」
10/16（水）「就職活動準備ガイダンス」「履歴書、エントリーシート対策」

「内定者座談会：今から就活する人へ、先輩からのメッセージ」
10/23（水）「女性の働き方講座」「テレビ業界の仕事」

 10/25（金）「バスツアー（企業視察）」
11/13（水）「アントレプレナー講座」
11/27（水）「ポートフォリオ個別指導」
12/  4（水）「対策講座（個別指導）：模擬面接／グループディスカッション」
1/16（土）「就活対策講座 : インターンシップから就活へ」「エントリーシート・履歴書・面接対策」

プロジェクト

C
地域芸術デザイン力の養成による地域再生を担う人材育成

事業実施主体： 佐賀大学芸術地域デザイン学部（H28.4開設）

デザイン系企業視察ツアー

地域創生フィールドワークでの活動

学内で開催された就職支援セミナー

プロジェクトC
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プロジェクト

D
子どもの発達支援士育成（COC+参加校との連携）

事業実施主体：大学コンソーシアム佐賀：佐賀大学教育学部（H28.4開設）

●  令和元年度の取り組み
子ども発達支援士養成プログラムを実施し、子ども発達支援士の育成を行っています。また、子ども発達支援士

養成卒後プログラム（以下「卒後プログラム」という）及び現職プログラムを実施し、資格取得後のスキルアップも実
施しました。

■　教育及び就職支援

□　子ども発達支援士養成プログラム
COC+校（佐賀大学）とCOC+参加校（西九州大学、九州龍谷短期大学、佐賀女子短期大学、西九州大学短期

大学部）等と連携して子ども発達支援士養成プログラム（令和元年度受講登録者総数：130名）を実施しました。本
プログラムの核となる必修科目「子どもの支援Ⅰ（基礎・実習）」は、前期・後期に各1日実施する集中講義と、30時
間の「支援実習Ⅰ」への参加を課します。「支援実習Ⅰ」において、学生は自ら希望する支援実習先を選択し、実習を
体験することで、より実践的で確かな支援力を身につけることが可能です。

本プログラムは大学間連携共同教育推進事業採択後8年目を迎え、連携校全体でプログラム履修中の学生数と
子ども発達支援士の資格を取得し卒業した学生数は1,414名となりました。

平成30年度までに資格を取得し、卒業した学生数は854名です。在学生を対象とする本プログラム関連講座（支
援実習事前・事後指導）で講師を務めたり、九州地区大学教職課程研究連絡協議会におけるパネルディスカッショ
ンへ登壇したりするなど、保育者として日々子どもたちに接しながら、地域社会で広く活動しています。

□　卒後プログラム及び現職プログラム
「子ども発達支援士（基礎）」資格認定者で、「子ども発達支援士」の取得を目指す保育者と基礎資格は有してい

ないがプログラムに関心のある現職者を対象に「子ども発達支援士養成卒後・現職プログラム」を、連携校共同で
実施しました。本年度は５名が受講しました。「卒後プログラム」修了者に対しては、「子ども発達支援士」資格を認
定します。

【表D-１】子ども発達支援士等の有資格者と就職状況
　　　　（平成25年～令和元年度）

年　度 資格
認定者数

入職者数 入職率

全体 県内 全体 県内

平成25年度 100名 79名 56名 79％ 71％

平成26年度 135名 109名 67名 81％ 61％

平成27年度 120名 89名 53名 74% 60%

平成28年度 155名 119名 74名 77％ 62%

平成29年度 112名 80名 50名 72％ 63%

平成30年度 138名 129名 86名 93％ 67%

令和元年度 120名 入職状況については調査中

合計 881名 605名 386名 69％ 64%

■　研究

□　2019年度久留米大学教職課程年報
令和2年1月に、大学紀要に「発達障害と子ども発達支援士の養成―大学コンソーシアム佐賀の取り組み―」とし

て投稿し、過去8年間の子ども発達支援士養成を振り返ることができました。

子ども発達支援士養成プログラムの講義

プロジェクトD
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プロジェクト

E
産業界との連携による実践的地域志向キャリア教育及び

地域労働市場の実態調査分析
事業実施主体：佐賀大学経済学部

●  令和元年度の取り組み
主に経済学部専門科目による就職に対する意識の向上や、就職カルテシステムの導入等を行い、産業界と

の連携した実践的地域志向キャリア教育や学生の就職支援を促進しました。

■　教育

□　経済学部専門科目「実践インターンシップ」

　 （単位制インターンシップ）

県内企業や自治体を受入機関とした、課題解決型の正課イ
ンターンシップ科目「実践インターンシップ」において、8月下旬
に5日間の日程で、木村情報技術株式会社、株式会社佐賀電
算センター、鳥栖市役所（総合政策課、総務課、生涯学習課）
の3機関において課題解決型のインターンシップを実施しまし
た。計14名の学生（2・3年生）が受講し、現地での実習に加
え、事前講習会、事後報告会を行いました。事後報告会（楠葉
同窓会交流会での開催）では、インターンシップで学んだ内容
を報告し、今後の進路を考える一助となりました。

□　経済学部専門科目「現代の経営」

地域志向型キャリア教育科目として、佐賀県経営者協会、佐
賀経済同友会、佐賀県信用保証協会の協力による講義「現代
の経営」（前期15回）を開講し、245名の学生（2年生以上）が
受講しました。様々な県内企業・団体に関する情報や働くこと
についてのイメージを提供し、学生と県内企業・団体との間の
相互理解の向上に寄与しました。

■　就職支援

□　 就職カルテシステム

2年生以上の経済学部全学生を対象に就職カルテシステムを構築し、学生の就職に関する意識（進路希
望、希望勤務地等）及び取り組み状況を定期的に把握するようにしました。学生の就職に関する意識及び取
り組み状況は、ゼミ教員を通じ就職カルテシステムにより定期的に把握を行いました。

プロジェクトE

木村情報技術株式会社における実践インターンシップ

現代の経営における授業
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プロジェクト

F
障がい者就労支援士の養成

—継続して医学的ケアを必要とする方の就労支援教育—
事業実施主体：佐賀大学医学部

●  令和元年度の取り組み
高次脳機能障がいについて学ぶ講義や、移動困難者の支援のための研究会・報告会を開催しました。ま

た、高齢者、障がい者、患者など就労支援を必要とする方々を対象にしたシンポジウムの開催や報告書を作
成しました。

■　教育

□　「高齢者・障がい者の生活・就労支援概論」及びインターフェース科目「ライフサイクルからみた医療Ⅳ」

地域・社会における雇用創出に向け改訂を行ってきた障がい者（高齢者など含む）就労支援カリキュラム
による教育を実施しました。「高齢者・障がい者の生活・就労支援概論」においては、今年度から医学部の
学生のみが受講するため、より各々の専門性を生かして講義を行いました。

また、就労に伴う心身の負荷に関するエビデンス取得手法を整備するため、各講義の受講生に対する検査
や質問紙調査などを行い、ここで得た回答の分析結果を個人情報に配慮しながら受講生に対して報告し、
受講動機の向上を試みました。

さらに、患者会や家族会、医療機関、企業などにおいて就労支
援に関する具体例について調査を行いました。また、高次脳機能障
害に関して患者会や相談機関の担当者に「高齢者・障がい者の生
活・就労支援概論」での講義を依頼し、事例報告及び質疑応答を
実施。その他、疾病の理解、それに対するアクティブラーニング、県
内の医療機関の分布の把握、問題点の整理、さらに発達障害の医
学的定義、治療、社会適応に関する講義を行うなど、内容の豊かな
講義となりました。

■　研究

□　移動困難者における問題点の把握と支援方法を検討

移動困難者における問題点の把握と支援方法を検討するため、当事者、家族、
そして地域向けの研究会、報告会などを実施しました。障がい者（高齢者など含
む）就労支援の一環として脳卒中後遺症患者等の運転再開に関して、大学病院
と関連病院、そして実車評価を実施しました。また、地域における実践活動の一
環として、高齢者が求めるモビリティ支援の地域での実施、及び高齢の一般運転
者を含めた評価を行うため、高齢者安全運転コンテストを開催し、好評を得まし
た。その結果、新聞への掲載、福岡のテレビ局からの取材を受け、社会的関心の
高い活動を通して実践教育を行うことができました。

□　指定難病の概要集の作成

高齢者、障がい者、患者など就労支援を必要とする対象者に向けたシンポジウムなどを開催し、啓発活動
を行うため報告書（冊子）を作成しました。また、学生が自ら調べた、指定難病についてのレポートを集成し
た冊子を作成し、学生にフィードバックしました。

※本プロジェクトでは、カリキュラム改定に伴い、障がい者就労支援教育（全学教育機構基本教養科目2科
目、インターフェース科目2科目）による大学での資格認定は行わず、共生社会実現のために、障がい者及
び高齢者などを社会参加に促すための就労支援教育を継続しています。今年度は特に、医学科及び看護
学科が教育の対象となったためより専門性に即した医学領域における就労支援の観点から教育を行いま
した。

高次脳機能障害と交通事故についての講演会

高齢者安全運転コンテストポスター

プロジェクトF
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プロジェクト

G
産業界との連携による

創造型工系キャリア教育による人材育成
事業実施主体：佐賀大学理工学部

●  令和元年度の取り組み
地方創生に関わるカリキュラムを組み込んだ理工学部の改組を開始しました。創造型教育システムの取り

組みやインターフェース科目、地方創生インターンシップ等の科目を通した地域志向教育の実施、キャリアデ
ザインセミナーや業界研究セミナー等を開催し、県内企業や団体等との連携を深めました。さらに、県内自
治体や企業との共同研究にも取り組んでいます。

■　教育
□　創造型工系キャリア教育の取り組み

佐賀県内企業等との意見交換を行うため、さが創造型工系キャリア教育連絡会を１回、メール会議を２回
実施。創造型工系キャリア教育システムについて意見交換を行い、インターンシップや演習、キャリアデザイ
ンセミナーの開催について協議することでインターンシップやキャリアデザインセミナーなど今後の見通しを
持ち、共通理解を図ることができました。創造型教育システム（創造型PBL演習等）の取り組みとして、「都
市工学ユニット演習」「建築環境工学演習Ⅱ」を行い、「都市工学ユ
ニット演習」では、佐賀県や県内市町村の取り組みについて学び、計
画・設計提案に学生が取り組みました。具体的には、鹿島市の浜小
学校等を対象として、地方創生の意義やまちづくりにおける公共施
設のあり方、その効果などを議論し、地方創生を学ぶ上での学生の
動機付けを行うことができました。

また、地方創生を視野においた理工学部改組を開始し、組織運営
委員会での地方創生インターンシップや資格関連のカリキュラムの
実施についての議論を通して、具体的な取り組みが始まりました。

□　環アジア国際セミナーの開催
令和元年7月20日から27日、鹿島市肥前浜宿で環アジア国際セミナー（日本・タイ・カザフスタン・ミャン

マー・オランダ・オーストリア）を開催し、タイ・タマサート大学から4名、チェンマイ大学から6名、カザフ建築
土木高等アカデミーから7名、アイントホーフェン工科大学から4名、
ウィーン工科大学から8名、佐賀大学から24名が参加しました（担
当：三島伸雄教授・平瀬有人准教授・宮原真美子准教授、協力組
織：NPO法人肥前浜宿水とまちなみの会、浜町振興会、祐徳稲荷
神社門前商店街、鹿島市）。

海外の研究者及び学生、佐賀大学の学生に、佐賀県内の歴史的
町並みを深く知ってもらい、ワークショップの作業と成果発表によっ
て、建築・都市デザインに関する学生の技術力や提案力・発表力の
向上、国際的意識の向上を図ることができました。

□　インターフェース科目「地域創成学Ⅲ」
令和元年8月8日、嬉野市において、「地域創成学Ⅲ」ならびに「建築・都市デザイン特別演習I」で実施した

嬉野市のまちづくりの調査・研究結果について発表しました。具体的には、株式会社嬉野創生機構（代表：
古田清吾氏）と嬉野市の協力を得て、クラウドファンディング事業に向けた学生提案、嬉野新幹線新駅周辺
整備に関する提案を行いました（担当：三島伸雄教授、後藤隆太郎准教授、協力組織：嬉野市、株式会社嬉
野創生機構）。

また、共同研究の一環として、「地域創成学Ⅲ」で受講した学生の有志を帯同して、嬉野の地方創生に向け
た資料収集、議論などを行いました。嬉野市新幹線建設課新幹線整備室・室長松尾建造氏、株式会社嬉野
創生機構古田清吾氏とともに学生のアイディアを一つのベースにした修正案などの作成を行い、共有するこ
とができました。

環アジア国際セミナー参加者

キャリアデザインセミナーの実施



23

プロジェクトG

■　インターンシップ

□　理工学部専門科目「地方創生インターンシップ」の実施

「地方創生インターンシップⅠ」及び「地方創生インターンシップⅡ」を実施しました。都市工学科・電気電子
工学科・機械システム工学科・機能物理化学科・知能情報システム学
科、物理科学科の学部生の計36名が履修しました。科目種別の内訳
は、5日間（１単位）10名、10日間（2単位）26名が受講し、令和元年8
月5日から9月30日までの間で、1週間又は2週間で各県内企業にてイ
ンターンシップを実施しました。10月23日に実施した、地方創生イン
ターンシップ成果報告会では、充実した内容の発表が多く見られ、イ
ンターンシップを通して学生が地域や地域で活動する企業について深
く学んだことが理解できました。

■　就職支援

□　さが創造型工系キャリアデザインセミナーの開催

各学科が主催する「さが創造型工系キャリアデザインセミナー」を計７回実施しました。セミナーにおけるOB/
OG等の講義を通して就職活動の考え方、進め方などについて触れることで、研究室の選択、就職活動、県内就
職やその意義など、これからのキャリア形成に関する意識の向上を行うことができました。また、県外に就職希
望の学生も佐賀を就職の候補地として考える良いきっかけになりました。

□　さが地方創生合同業界研究セミナーの実施

令和2年1月29日に、就職支援の取り組みとして佐賀大学理工学部
6号館2階多目的ホールにて、さが地方創生合同業界研究セミナーを
実施しました。参加企業は、佐賀県内の理工系企業25社、57名の学
生が参加しました。佐賀県内企業のことを学生が知る機会をつくるこ
とができ、県内企業への就業に対する関心を高めることができました。

□　肥前地区キャリア教育プログラムの実施

令和2年1月8日、1月22日に、理工学部化学部門・矢田光徳准教授が肥前セラミック研究センター「肥前地区
キャリア教育プログラム」を実施しました。本プログラムでは、学生14名が参加し、株式会社佐賀LIXIL製作所と
日本タングステン株式会社の工場見学を行い、学生は企業に関する理解を深めました。また、これらの企業と密
接な関係を築くことができました。

地方創生インターンシップオリエンテーション

さが地方創生合同業界研究セミナーの実施
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■　研究

□ 　ICT防災デザイン研究

令和元年6月7日に、ICTまちづくりデザイン研究に関連して、佐賀県鹿島市の浜町公民館で地元住民に対
する研究報告会を行いました。佐賀大学からは、三島伸雄教授・岡崎泰久教授・和久屋寛准教授のほか、
各研究室の学生8名が発表し、地元からはNPO法人水とまちなみの会、鹿島市、浜町自主防災組織、鹿島
高等学校から計35名が参加しました。その後、水とまちなみの会総会に参加し交流を深めるとともに、地元
住民からのモニタリングを行いました（協力組織：鹿島市、NPO法人肥前浜宿水とまちなみの会、有限会社
鹿島防災、他）。地元住民に対する研究発表によって、研究チームが行なっているICTまちづくりデザイン研
究（防災、民泊、景観）の内容を住民に
理解してもらうことができ、さらに、意見
交換によって、地元住民しか知らない地
域課題について知り、研究の課題と今後
取り組むべき課題を理解することができ
ました。

□　国際会議における研究発表

ICTまちづくりデザイン研究所の研究成果の発表と情報交換のため国際会議での研究発表を以下のとお
り2回実施しました。ICT防災研究の研究成果を国際会議で広く発表し、研究成果について、国際的な研究
者との意見交換をすることができました。
・シンポジウム「大都市と環境行政」（日程：令和元年11月19日、発表者：三島伸雄教授、主催：ロシア・モス

クワ経営大学、場所：ロシア・モスクワ）
・ICCE2019国際ワークショップICTDSE2019（日程：令和元年12月3日、発表者：岡崎泰久教授、主催：

IEEE Consumer Electronics Society、場所：台湾・墾丁）

□　論文採択及び学会発表

令和元年9月18日から20日に九州工業大学戸畑キャンパスで開催された「産業応用工学会全国大会2019
（IIAE2019）」において、電気電子工学部門の和久屋寛准教授が参加する「ICTまちづくりデザインプロ
ジェクト」（代表者：都市工学部門・三島伸雄教授）に関わる研究発表が高く評価され、「産業応用工学会
賞」を受賞しました。「ICTまちづくりデザインプロジェクト」の研究対象地区としている鹿島市肥前浜宿を対
象にした研究であり、地域貢献としても注目を浴び、佐賀新聞などにも取り上げられました。

ICTまちづくりデザイン研究報告会
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プロジェクトG

□　共同研究

嬉野市との共同研究の締結：
・「嬉野市新幹線新駅開発に付随する地方創生デザイン研究」（嬉野市）／三島伸雄教授（研究代表

者・理工学部都市工学科）
・「セラミックス多孔質基材の接合技術の開発」（岩尾磁器工業株式会社）／矢田光徳准教授（理工学部

化学部門）
・「工業用陶磁器等新製造工程化開発に関する研究」（株式会社香蘭社）／一ノ瀬弘道教授（研究代表

者・理工学部肥前セラミック研究センター）、矢田光徳准教授（理工学部化学部門）
・「IH（誘導加熱）に対応する有田焼の病院・介護施設給食用食器及び調理器具の開発」（株式会社

匠）／三沢達也助教（理工学部電気電子工学部門）
  研究成果が順調に上がり、令和元年9月に、国立研究開発法人科学技術振興機構・A-STEP・研究成

果最適展開支援プログラム・試験研究タイプに採択された（タイトル：「伝統技術の有田磁器技術に、
新しい強化陶磁器技術、誘導加熱技術を融合して実現する、高耐久性と実用性を備えた高機能磁器の
開発」）。

・「伝統技術と電磁気学的効果を併用した陶磁器の革新的製造技術の開発」（株式会社匠）／三沢達也
助教（理工学部電気電子工学部門）

■　その他

□　浜川かわまちづくり関係者会議への出席

令和元年8月22日に鹿島市で行われた浜川かわまちづくり関係者
会議に出席し、浜川の河川改修およびその周辺整備に関する意見
交換を行いました（担当：三島伸雄教授、協力組織：肥前浜宿水と
まちなみの会、祐徳稲荷門前商店街、鹿島市、佐賀県他）。佐賀県
によって進められている浜川河川改修に対する住民の貴重な意見
を収集し、鹿島市が中心になってかわまちづくり事業に取り組むこと
について相互理解を深めることができました。

□　講演会・研究発表会の開催

令和2年2月20日に、公益社団法人日本セラミックス協会陶磁器
部会主催、佐賀大学肥前セラミック研究センター（理工学部化学部
門・矢田准教授）共催で、講演会と研究発表会を開催しました。地
元企業や佐賀県窯業技術センター等との共同研究の成果を発表
し、地元関係者に研究成果を公表しました。また、学生は講演会に
参加することにより、佐賀県を代表する産業の一つである陶磁器産
業の現状について学ぶことができました。

浜川かわまちづくり関係者会議

建築・都市デザイン特別演習による提案
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プロジェクト

H
農業のIT化と6次産業化を担う人材育成

事業実施主体： 佐賀大学農学部

●  令和元年度の取り組み
農学部専門科目やインターフェース科目等でキャリア教育や実践教育を行い、IT農業や6次産業化、地域

におけるキャリアプランの構築について学びました。また、インターンシップの実施、企業と共同した化粧品
開発、茶学会の開催等、企業や地域との連携・交流を促進しました。

■　教育

□　農学部専門科目及び教養教育科目

農学部専門科目「果樹園芸学」において、化粧品の重要材料となるフラボノイドに関する情報を提供しまし
た。学生は地域特産物に含まれる機能性成分を理解し、これらを使用した商品化の可能性を理解すること
ができました。

2・3年生を対象にしたインターフェース科目「2年間でできるがばいベンチャーⅠ〜Ⅳ」（選択必修科目・2
年間で4科目8単位）を継続開講しました。Ⅳの受講生は、令和元年11月30日に開催された2019年佐賀大
学学生ベンチャービジネスプランコンテストへ参加し、2件が優秀賞に選定され、実際に起業することの意
義を認識することができました。また、令和2年1月16日・23日にイン
ターフェース科目受講生によるビジネスモデル発表会を実施し、3年
生39名がIoTを活用したビジネスプランを作成し発表しました。発
表会では学外有識者を招き、審査とコメントをいただきました。受講
生はより実践的な起業のあり方やプログラミングを身に付け、社会
課題の解決に貢献することの重要性を理解することができました。
本インターフェース科目は令和元年3月に36名が修了、令和2年3月
に39名が修了予定となっています。

農学部全1年生が受講する「農業ICT学」を開講し、令和2年1月
28日及び2月4日にビジネスプラン発表会を実施しました。農学部１
年生（146名）が農学部教員の研究成果をベースにしたビジネスモ
デル構築に取り組み成果を発表することにより、ロジカルシンキング
やプログラミング基礎を身に付け、IT農業の基礎を理解することが
できました。特別講演会は盛況で、参加した多くの学生が最新のIT
農業の現状を理解することができました。

□　アグリセンターにおける実践教育

アグリセンターにおいて、ノビルを材料にした実践教育が開始されました。学生はノビルを材料にした病害
虫防除、施肥、収穫作業等、食料生産の基本的な作業の習得及び加工実習を通して、農産物の利用促進と
新事業を創出する手段（６次産業化への展開）を習得することができました。また、令和元年4月から佐賀県
立高志館高校とのノビル加工品の試作を行いました。学生は地域産業による地元商材を使用した商品化へ
の過程を学ぶことができました。

「2年間でできるがばいベンチャー」授業風景

「2年間でできるがばいベンチャー」ビジネスモデル発表会
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プロジェクトH

■　インターンシップ

□　農学部専門科目「インターンシップ」

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構果樹茶業研究部門でのインターンシップを実施しま
した。また、久光製薬株式会社を訪問し見学しました。参加した学生は、コスメや製薬に関係する社会人とし
ての役割を体感することができました。

■　研究

□　化粧品開発拠点事業

一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター（JCC、唐津市）と連携しながら、学生の研究テーマとして
化粧品素材開発研究を実施しました。これらの成果として、学生らとの共著で査読付論文を7本出版し、関
連成果として学会発表を5件行い、1件の特許を出願することができ、学術成果の社会実装の基本を身につ
けることができました。

□　ノビル・オリーブの研究

令和元年9月23日に、佐賀大学において栽培しているオリーブの機能性成分に関する研究成果を学会で発表し
ました。ノビルやオリーブに含まれる未利用成分のデータを学会等で発表することで、食品や化粧品産業界に有
用な情報を提供することができました。

また、卒論発表会において、ノビル、オリーブに関する研究成果を発表することで、学生にノビルやオリーブを素材
とした研究を体験させ、地域農産物の活用技術の修得、ならびに地域産業への関心を高めることができました。

■　就職支援

□　県内就職者OB•OGとの交流

農学部専門科目「農業資源物質工学」において、化粧品企業研究者（卒業生含）、県内就職者OB•OGに
よる研究の紹介を行いました。学生は県内就職者と議論をすることによって具体的なキャリアプランを理解
することができました。

■　その他

□　「農業版MOT」関連

令和元年7月26日に佐賀大学農学部で開催された農業版MOT特別講演会「農業のIoT活用とスマート農
業の展望」において、農学部の稲葉茂樹准教授が「農業のIoT活用に向けた研究動向と課題」と題して基調
講演を行いました。聴講生は、学生・社会人・農業関係者で約100名が参加しました。

□　「佐賀・茶学会」関連

令和元年5月18日に、「佐賀・茶学会」との共催により、佐賀大学農学部に
おいて茶に関する講演会を開催し、40名が参加しました。また、インターフェー
ス科目「食料と生活Ⅳ」において、茶文化ならびに茶産業に関するプロジェク
ト情報を提供しました。また、令和元年11月9日には、佐賀大学農学部におい
て茶文化と茶産業に関する「佐賀・茶学会」第7回研究発表会を開催し、一般
30名と学生50名（インターフェース受講学生、佐賀大学農学部および西九州
大学学生）が参加。佐賀大学および西九州大学の学生に、茶文化ならびに茶
産業に関する最新情報を提供することで、学生は地域文化と就職後の食品や
化粧品企業で応用できる知識が身に付きました。 農業版MOT特別講演会ポスター
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プロジェクト

I
地元就職率向上のための支援と高大連携による

地元入学率の向上事業
事業実施主体：佐賀大学キャリアセンター・アドミッションセンター

●  令和元年度の取り組み
キャリアセンターでは、学部ごとの県内就職率目標値の設定や民間企業内定学生の就職先決定時期の予

測・分析結果に合わせた県内の企業訪問・未内定者向け説明会・求人紹介等を行いました。アドミッション
センターでは、学内で高校生対象の授業の実施や高校訪問等を積極的に行い、高大連携を推進しました。

■　就職支援（キャリアセンター）

□　県内企業訪問による雇用数の確保・雇用先リストの作成

県内企業訪問による雇用数の確保と雇用先リストの作成のため、令和元年3月から5月にかけて、キャリア
センター長が採用実績の多い企業や新規進出企業等、10社以上を集中的に訪問しました。また、平成31年3
月から4月にかけて、県内企業に対して地元就職に関する意向調査（アンケート）を実施し、約200社の回答
を得ました。回答から、大卒採用意欲のある企業に関して、具体
的な雇用予定数を含めたリストを作成し、把握した情報について
各学部の就職担当教員と情報を共有しました。

令和元年9月5日には、県内企業と大学との就職関係における
マッチングの場として「県内企業と佐賀大学との交流会」を開催
しました。74社の企業と、大学から学部長、就職担当教員など
15名が出席し交流しました。参加企業向けアンケート結果から、
継続して採用意欲のある企業を確認し、就職担当教員との情報
共有を図りました。

□　未内定者向け合同会社説明会・就職相談

令和元年6月から令和2年1月にかけて、未内定者及び公務員不合格者等を対象に、具体的な就職先紹
介を含む求人紹介を行い、就職相談に来た10名の学生の内、8名が内定し、内4名が県内就職を果たしまし
た。

令和元年7月5日に、未内定学生向けの合同会社説明会を開催し、20機関が参加しました。説明会では「1
次面接免除」等、学生のメリットとなる要因を出展企業に求め、学生の参加しやすい状況を整えました。各学
部と連携して案内を行った結果、27名の学生が参加し、2名の学生が参加企業に内定しました。

有田での県内企業と佐賀大学との交流会
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□　インターンシップ・バスツアー・説明会等による県内企業PR

令和元年6月21日に、地元企業、自治体等を対象に主に夏に展
開されるインターンシップに関する合同説明会を開催し、正課イン
ターンシップの受入先を含む21機関が出展、119名の学生が参加し
ました。その結果、9月末までに68名の学生がインターンシップに参
加し、インターンシップ参加者数の増加につながりました。

令和元年9月25日から27日の3日間で、県内企業へのバスツアー
を実施し、9社を訪問。3年生を中心に22名の学生が参加しまし
た。

令和元年12月18日に、企業の若手・OBと学生との交流会（1日プ
チ社員インターンシップ）を開催。令和2年2月に開催する合同企
業・業界研究セミナーに申し込みいただいた県内企業8社が参加
し、10名の学生が参加しました。

令和元年2月18日から20日にかけて、合同企業・業界研究セミ
ナーを実施しました。出展企業450社の内、県内企業53社が出展
し、学生との交流を深めました。

■　高大接続（アドミッションセンター）

□　「佐賀大学とびらプロジェクト」の実施

高校生に大学の教育・研究に興味関心を持たせる授業や実験を展開することによって受験者層を育成す
るという視点に立った「継続・育成型高大連携カリキュラム」の「佐賀大学とびらプロジェクト」を実施しまし
た。佐賀県教育委員会と平成30年度第1回高大連携協力会議を開催し、平成31年度の連携事業について
協議した結果を踏まえ、「教師へのとびら」、「科学へのとびら」、「医療人へのとびら」、「社会へのとびら」、
「アートへのとびら」の実施を決定し、高等学校へ通知しました。

各とびらプロジェクトは工程表に沿って全学部が実施し、令和元年度のとびら登録者数は延べ1,198人とな
りました。平成30年度の佐賀県の普通高校の生徒数が12,898人であることから、県内生徒の9.3％が参加
する大きな事業に成長しています。教師及び科学のとびら受講生のうち、平成31年3月に高校を卒業した生徒
の追跡調査を行った結果、本学に入学した生徒は多いとは言えませんが、学んだ学問分野に進学した生徒
が多く高大連携の役割は果たしています。

□　佐賀県内の高校を訪問

佐賀県内の高校を延べ70校訪問し、「とびらプログラム」実施前には
高大連携プログラムを、加えて佐賀大学入試についての説明会等の
開催前やAO入試、推薦入試出願期間前には選抜方法の説明を行い
ました。高校訪問については、アドミッションセンター特任講師が年間
260校を訪問するなど、きめ細かな広報活動を行うことにより、緊密な
連携がとれています。

プロジェクトI

「科学のとびら」成果発表会

県内機関が出展したインターンシップ合同説明会

県内企業へのバスツアー
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プロジェクト

J
地域志向キャリア教育の改善（PBL化等）・

中長期実践型を含むインターンシップの高度化
事業実施主体：西九州大学（COC+参加校）

●  令和元年度の取り組み
地域活動における高大連携キャリア教育や地域志向型教育の推進、事業協働地域を中心としたインター

ンシップ拡大、キャリア教育科目のカリキュラム改定などを図りました。

■　教育
□　高大連携キャリア教育

昨年度に続きサガ・ライトファンタジーの電飾設置や「かんざき宿場まつり」の運営は近隣地区の高校と共
同で実施しました。学内向けのポータルサイトの一部を包括連携協定の締結校である佐賀学園高校及び佐
賀清和高校、神埼清明高校にも公開し、地域のボランティア活動やPBL型学習に高校生が参加しやすい体
制を整えたことで、大学生と高校生が共に地域活動を行う機会が増えました。

また、県内の高校生が佐賀の魅力をプレゼンテーションする企画（「佐賀さいこう！企画甲子園」主催：佐
賀県／運営：NPO法人鳳雛塾）の運営など、高校生を主体とする活動のサポートを大学生が行う機会を設
けました。

□　学修成果の報告会及びSD研修会の実施
令和2年1月11日に、学外活動の報告会を実施し、学生・教職員の他、学外活動の受入先である自治体関

係者や地域団体の関係者など、計500名が参加しました。
令和2年３月５日に、今年度の活動報告を兼ねたSD研修会を実施しました。来年度の取り組み体制につい

ても説明し、補助事業終了後の事業継続についての周知を図りました。

□　 COC事業の発展的展開
プロジェクトI継続事業：健康栄養学科による「栄養教室」（12回、参加者246名）と、子ども学科による「子

どもミュージアム」（12回、参加者96組229名）を開催し、地域生活者に対する栄養的側面からの支援・教育
について、子どもたちの現状や課題、教育者としての心構えや教育力向上を図ることができました。

プロジェクトJ継続事業：豪雨災害被災地の支援を中心に、高齢者等が集える場づくりを地域と一体となっ
て行いました。学生は、サロン活動等の活発化を促す一方で、細かくニーズが変化する被災現場において臨機
応変に対応する力や傾聴力の向上が見られるとともに、地域ニーズに対する計画立案及び実施ができるよう
になりました。

プロジェクトK継続事業：県内の食品メーカーの協力を得て、地域食材であるひしとハーブを題材にした商
品開発を行いました。また、選択必修科目「地域の食産業」において、外部講師による地域の食や商品開発に
関する講話を行いました。学内で製造した菓子の販売や学園祭における試作販売を行うことができました。

■　インターンシップ
□　インターンシップの実施

地域志向型キャリア教育を実現するために、キャリア教育科目のカリキュラムにおいて履修年度の改訂を行
い、PBLとインターンシップを同一年度で履修できるようにしたことで、低年次（2年生）からの正課インター
ンシップ参加が可能となりました。

今年度は、事業協働地域を中心に、14機関（事業協働地域内10機関、事業協働地域外4機関）において
インターンシップを実施しました。

宮島醤油株式会社、株式会社まるきん、株式会社和多屋別荘の３社においては、インターンシッププログ
ラムのブラッシュアップ、また、馬渡島診療所、一般社団法人佐賀青年会議所、A-noker株式会社の３機関
においては、中長期実践型を含むインターンシップ実施コンテンツの開発を行いました。さらに、ジョブカフェ
SAGA及び株式会社コミュニティジャーナルの2機関において、既存のPBLコンテンツをブラッシュアップしま
した。いずれのプログラムにおいても、インターンシップの種類の定義づけや受け入れ側の課題認識及び学
生の培いたい能力を明確にした上でマッチングを行ったことで、企業側の理解が促され満足度の高いプログ
ラムを実施することができました。
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プロジェクト J

■　就職支援

□　コミュニケーション会の実施

全学科を対象とした企画として、2020年1月13日（月・祝）に「学生×社会人コミュニケーション会」を実
施、佐賀県内及び近郊に勤務する若手社会人が現在の仕事を選んだ理由や仕事のやりがいなどを披露し、
学生（参加者14名）とディスカッションを行いました。また、各学科においても、以下の通り職業人の講話と交
流を兼ねた企画を実施しました。
・健康栄養学科：卒業生講演
　6/21(金)　3社（委託給食会社、食品会社、ドラッグストア）
　6/28(金)　2社（医療機関、福祉施設）
・リハビリテーション学科：就職説明会
　10/3(木)　53社（医療機関、福祉施設）

■　その他

□　実績報告書の作成

令和2年2月には、今年度実施した活動及びインターンシップをとりまとめ、学生、インターンシップ受入企
業、学科の担当教員など、インターンシップに関わる全関係者の参考書となる実績報告書を作成する予定で
す。

□　広報活動

ウェブを用いた情報発信を行うため、本学の「あすなろうセンター」ホームページにインターンシップ等
学外活動についての月次報告を掲載しました。また、キャリア教育科目を所掌するあすなろうセンターの
Facebookアカウントを取得しホームページと連動した情報発信を行いました。本ホームページ等による情報
拡散を行い、学外活動の掲載は616件（前年度比102件増）となりました。

「学生×社会人コミュニケーション会」の実施

神埼清明高校生と西九大生の連携株式会社コミュニティジャーナルでのインターンシップ

佐賀学園生と協働したサガ・ライトファンタジー取り付け作業

子どもミュージアムの開催

さがを創る大交流会における「サガスト」発表
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プロジェクト

K
アクティブ・ラーニングによる地域志向キャリア教育・

子ども発達支援士の養成
事業実施主体：九州龍谷短期大学（COC+参加校）

●  令和元年度の取り組み
アクティブ・ラーニング方式の地域志向型キャリア教育やインターンシップの取り組み等充実させました。

学生の地元（佐賀県）への就職率は令和元年度目標44.0％に対し44.6％（令和2年2月１日現在）となり、目
標を達成することができました。

■　教育・インターンシップ

□　地域志向型キャリア教育

アクティブ・ラーニング方式の地域志向型キャリア教育の一環として、各学科の関連企業等から外部講師
を招いて学生との交流の場を設け、実際の現場で働く本学の卒業生や諸先輩方の生の声を聴き、質問する
ことで、自分が働くことを具体的にイメージできるよう図りました。

また、「地域文化論」（講義）の一環として、「国営吉野ケ里歴史公園」と「佐賀県立佐賀城本丸歴史館」
を見学しました。郷土の歴史について改めて再確認することにより、自分と郷土の関わりついて考えるきっか
けとなりました。

□　子ども発達支援士養成プログラム

子ども発達支援士養成プログラムに20名が履修登録し、プログラムを通して地域の療育機関等で実習を
行うことにより、地域の保育園、幼稚園、福祉施設への就職意欲が向上し、地元就職の促進を図ることがで
きました。

□　インターンシップの実施

人間コミュニティ学科の映像・放送コース及び司書・情報コースで、企業等と連携してインターンシップを
実施し、20名が参加しました。映像・放送コースでは、メディア関連企業との連絡会議等を実施し、協働で
インターンシップ等による人材育成を行いました。また、同学科司書・情報コースでは、鳥栖市立図書館をは
じめ、佐賀県内の図書館等と連携してインターンシップ等の人材育成を行い、学生は実践的な業務スキルを
身に付けることができました。

保育学科においては、地元の幼稚園・保育園等と連携し、資格・免許に関連する実習経て、学生の地元へ
の就職意欲を向上させ、地元の幼稚園、保育園等の人材不足解消にも貢献しました。
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プロジェクトK

■　就職支援

□　就職先アンケート

就職先アンケートで、就職先での本学卒業生の評価を調査すると共に、ニーズアンケートで就職先が学生
に求める能力の調査も行い、各学科において分析・活用を検討しました。また、平成30年度卒業生アンケー
ト、在学生アンケートも合わせて実施し、各学科において分析・活用を検討することができました。

□　会社説明会及び個別相談の実施

令和元年6月より就職対策の一環として、ハローワーク学卒ジョブサポーターによる個別相談を全10回の日
程で開催し、7名が相談に訪れました。令和元年7月8日に、佐賀市に支社のある企業の会社説明会を学内で
開催し、地元企業との関係をさらに深めました。また、7月9日に鳥栖市内にある事業所（4カ所）へ本学学生
（2名）を連れて引率訪問し、地元企業への就職について考えるきっかけとしました。

□　情報発信

本学ホームページ内に「COC＋事業」の情報や佐賀県内の求人情報を毎月発信・更新しました。学生の佐
賀県への就職率はで44.6％（令和2年2月1日現在）となりました。

■　その他

□　交流会等への参画

COC+参加校として、令和元年11月4日に開催された「2019さがを創る大交流会」に参画し、学生22名が
参加しました。

□　「第4回子どもフェスタ」の開催

令和元年6月29日、鳥栖市との包括連携協定に基づき、佐賀県内の就学前の児童と保護者を招いた「第4
回　子どもフェスタ」を開催しました。本イベントは、研究成果を地域の子育て支援に還元することを目的に
企画・実施し、学生・教職員は地域社会とのつながりを改めて実感することができました。

□　包括連携協定の締結

令和元年12月11日、地域福祉発展に連携して取り組むために鳥栖市社会福祉協議会と連携協定を締結
し、地域福祉活動、地域福祉を担う人材育成、地域福祉の調査・研究を相互に担うことを決定しました。

子どもフェスタを楽しむ子どもたち 盛りだくさんのイベントを実施した子どもフェスタ 鳥栖市社会福祉協議会との連携協定調印式
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プロジェクト

L
アクティブ・ラーニングによる地域志向キャリア教育・

子ども発達支援士の養成
事業実施主体：佐賀女子短期大学（COC+参加校）

●  令和元年度の取り組み
地域を志向した教育や地方公共団体・企業等と連携したアクティブ・ラーニングを実施しました。また、県

内企業が集まる交流会や起業家精神を学ぶシンポジウムを開催するなど、地元就職率向上および地域での
雇用の創出に向けた取り組みを行いました。

■　教育・インターンシップ
□　講義及びアクティブ・ラーニング

事業協働地域を深く理解するための講義や地方公共団体・企業と連携してアクティブ・ラーニングを下記
のとおり実施しました。授業では、連携地方公共団体（嬉野市、武雄市、佐賀市、小城市、白石町、佐賀県）
や企業（ホテルマリターレ創世）、NPO（湛然の里、鳳雛塾）等の協力を得て講師派遣や地域をフィールドに
した学習の機会が作られたことで、地域への理解を深めるとともに課題発見能力を身に付けることができま
した。令和2年1月8日には関係者を交えた成果発表会を開催しました。

① 「旭の女性とみらい」（1年）
地域の財産を知るため、嬉野市でお茶摘み等の体験学習を行いました。また、着付けの授業では、事業

協働地域（武雄市、佐賀市）と連携し、身につけた着付けの技能を生かして、学生の地域理解および地域
の活性化につながる活動を行うことができました。
② 「佐賀を歩く」(1年)

佐賀で人 と々ふれあい、風土に触れながらさまざまな体験をすることを通して、「自己を理解する力」「対
人関係を構築する力」「社会へ参加する力」「自ら学び続ける力」を、総合的に身につけることを目的として
実施しました。今年度は「佐賀の豪雨災害を受けて身近な防災を考える」「小城市石工の里フィールドワー
ク」等のテーマを設定し、地域の協力も得ながら活動し、地域の防災など課題への理解を深めることがで
きました。
③ 「地域みらい学ⅠⅡ、こども未来学ⅠⅡ」（全学年全学科必須）

事業協働地域について深く現状や課題を理解するための科目として、1・2年生合同でテーマ毎に地元の
現状や課題に対する取り組みを行いました。令和2年1月22日に成果発表会を全学科で行い、学生同士で
も取り組みを共有し、理解するようなカリキュラムとし、地域の現状理解の幅を広げています。
④ 「地域職場研究Ⅰ」（地域みらい学科共通の専門科目）

地元の企業を中心とした業界研究、職場研究を行った。令和元年11月4日に実施した「2019さがを創る
大交流会」には65名が参加し、県内企業の情報収集と企業人との交流の機会を高めた。
⑤ 「インターンシップ」

県内企業・自治体等に36名が参加し、実践による企業・職業理解を深めることができました。
⑥ 子どもの支援Ⅰ（基礎・実習）

佐賀大学と連携して実施する「子ども発達支援士養成プログラム」受講登録者45名が、集中講義基礎
ユニット（講義・グループワーク）に参加し、大学間を越えてグループワーク等で学びを深めました。また、
30時間以上の実習を行う「支援実習Ⅰ」では、地域の発達障害等の子どもたちと触れ合う時間を持つこと
ができました。本年度は39名が「子ども発達支援士（基礎）」資格を取得する予定です。

□　キャリア教育
令和元年11月29日に、「わたしの未来を考える〜自分らしいキャリアを築くために〜」をテーマに公益財団

法人佐賀未来創造基金理事長の山田健一郎氏、リコージャパン株式会社の田町幸子氏、外国人就労者（本
学卒業生）ウィリーザボルンタテさんをゲストにお招きし、キャリア構築について学びの機会を持ちました。さ
まざまなキャリア構築の事例、就職以外にも起業やNPOで働くなど、働き方が多様であることを学生に伝え
ることができました。
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プロジェクトL

■　就職支援
□　保育士等の人材バンク計画

2年生に対して就職希望調査を実施したところ、就職希望者の内、事業協働地域内への希望者は70％とな
りました。佐賀市と連携協定締結時から、潜在保育士と保育現場とのマッチング「保育士等の人材バンク計
画」ができるような体制を整えるように担当間での情報交換等行ってきましたが、今年度は担当課と学長等
と実現に向けた話し合いが具体化する予定です。

□　若者の早期離職対策
令和元年11月20日に、若者の早期離職対策として、「思春期（・青年期）の学生におこりうる心の問題とそ

の対応について」と題したFD・SD研修を実施しました。教職員の約70％が出席し、若者の心の問題や、発
達障害の理解、対応について悩んでいるという感想や、今後の就職相談や学業相談等に役立てたいという
感想が多くみられました。

■　その他
□　交流会やセミナーへの参画

佐賀県内の企業の魅力を知るために、令和元年11月4日に開催された「2019さがを創る大交流会」に65名の
学生が参加しました。本学の紹介ブースは、学生がアクティブ・ラーニング科目「地域職場研究Ⅰ」の中で企画
し、資料を作成。当日の運営も計画を立てて主体的に参加し、県内企業や地方公共団体等と目的意識を持ち
ながら交流することができました。

令和2年1月12日に、本学で韓国の大学と共同で起業家精神を学ぶ日韓合同産学連携シンポジウム「第4次
産業革命の時代における日韓の短期大学教育―課題発見解決型教育と起業/創業教育―」を開催し、学生14
名と教職員5名、学外から22名が参加しました。ビジネスプランコンテストにおいては、学生が本学のアクティブ・
ラーニング科目「佐賀を歩く」について報告し、観光プラン等の開発につながるのではないかと講評をいただき
ました。さらに、韓国の大学生との意見交流を通して、学生は起業について身近に考えることができました。

□　高大接続
令和元年12月26日に、高短接続の一環として旭学園において「令和元年度　教育・保育研修大会」を開

催した。また、外部講師を招き、こども園、高校、短大の教職員共同で研修会をワークショップ形式で実施し
ました。高短連携をワークショップ形式で行うことで、それぞれの現場の声を聞き合う機会となり、強みと課
題の抽出ができ、5年カリキュラムの実現に向けた動きとなりました。

□　広報活動
本学ホームページにCOC+関連の記事を30件、SNSに40件以上（令和元年12月末現在）掲載し、事業全

体の情報発信を行いました。また、学生が西九州大学と共同し、月1回、地域ラジオ局えびすFMの番組「ス
マイル249、GO！GO！佐女短」を企画・運営し、それぞれの大学の地域活動等本事業の成果等の情報を発
信することができました。

□　推進委員会の開催
COC+推進会議は、社会・産学連携推進室と連携して12月までに8回開催し情報共有を図ったことで、全

学的に事業に取り組むことができました。

「旭の女性とみらい」（武雄） 日韓合同産学連携シンポジウム「佐賀を歩く」での石工の里復旧支援
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●  令和元年度の取り組み
キャリア教育の一環での県内企業等への視察やインターンシップのマッチング、就職支援研修会の開催、

県内高校生への広報活動等を行い、地元への就職意欲の向上と県内高校との接続に取り組みました。

■　教育

□　キャリア教育

令和元年9月27日に、教職員や学生による佐賀県内企業見学及びキャリア教育の一環として、実際の観
光業と地域おこしを体験的に学ぶことを目的に嬉野温泉地域の現地視察（旅館見学・講義、市内施設見
学）を実施しました。嬉野温泉大村屋、嬉野温泉街、バリアフリー会館などを視察し、引率教職員3名と多
文化生活支援コースの2年生8名および1年生12名が参加しました。視察を通して、佐賀県有数の観光地で
ある嬉野温泉における観光や地域おこしの実際について知ることができました。また、旅館業の企業活動
や働く方々の様子を実際に見学することで、確かな勤労観と職業観を身に付け、さらに、旅館見学を通して
必要な施設設備や観光業に重要な所作、おもてなしの心等に対する興味・関心を喚起することができまし
た。

□　インターンシップ

学生への就職支援やインタ－ンシップ企業と学生のマッチング等の実践については、学生支援課を中心
に、各クラス担任・副担任、その他の学科教員によるきめ細かな支援を行いました。学生ニーズに沿った実
習・就職先の紹介と調整、ならびにエントリーシートをはじめとした書類の作成指導等に加え、学生支援課
担当職員が学外の企業との交渉や佐賀県内の求人企業の開拓を積極的に行い、地元就職への体制づく
りに努めました。

また、求人開拓の一環でインターンシップ先の開拓を行ったところ、佐賀県内の旅館業において１年生2
名がインターンシップを行うことができました。結果、インターンシップ生は「あすなろう体験」の授業科目
として単位を取得しました。

■　就職支援

□　就職支援研修会の開催

令和元年12月13日13:00-15:00に、座談会形式の学生向け就職支援研修会をカフェレストランピナス2
階で開催し、佐賀県文化スポーツ交流局観光課、株式会社ANAエアサービス佐賀（佐賀空港）、和多屋
別荘の3機関が参加しました。さらに、同日14:40-16:10に、留
学生のための就職支援講座として、行政書士2名が在留資格の
観点から講義を行い、多文化生活支援コースの2年生3名及び1
年生9名が参加しました。

学生は、佐賀県内で活躍する企業の担当者から直接話を聞
くことで、どのように地域に貢献しているのか、求められる社会
人基礎力とは何かについて気づき、さらに、各業種において必
要な知識や理解を深めるとともに、教養ある専門職業人として
の基礎力を身に付けることの大切さを知ることができました。

プロジェクト

M
アクティブ・ラーニングによる地域志向キャリア教育・

子ども発達支援士の養成
事業実施主体：西九州大学短期大学部

座談会形式就職支援研修会
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プロジェクトM

■　その他
□　広報活動

本学を佐賀県内の高校生に広報するため、高校生に配布する短大部PR名刺（以下、PRカード）2万枚を印
刷・作製し、本学の在校生及び卒業生の出身校を中心に、佐賀県内の高校生へ配布。PR動画は6月中旬に
完成し、PRカードのQRコードからホームページ経由で閲覧できるようにしました。オープンキャンパスに来
た佐賀県の高校のうち79％には、PRカードを配布し、令和元年12月13日までの動画閲覧回数は2,307回と
徐々に伸びてきました。

動画で見る学科・コース

高校生に配布したPRカード



38

インターンシップを経験した「学生の声」

上角  佳代
佐賀大学

芸術地域デザイン学部2年

田尻  ゆりか
佐賀大学

理工学部3年

インターンシップ先
株式会社

EWMファクトリー
■ 業種　情報通信業
■ インターンシップ参加時期

令和元年8月21日～9月5日
■ インターンシップ日数　10日間　　
■ 仕事内容

ドローン講習・フライト体験、イベン
ト準備・出展補助、イベント企画・打
合せ・運営、会議への参加、ライブ
配信等

インターンシップ先
佐賀県庁県土整備部

■ 業種　行政
■ インターンシップ参加時期

令和元年8月19日～23日、
9月2日～6日

■ インターンシップ日数　10日間　　
■ 仕事内容

公園担当、街路・区画整理担当、計
画担当、開発担当、景観担当の５つ
の担当に分かれた業務

「インターンシップで学んだこと」
私は、デザイン全般に興味が

あり、ソーシャルデザインという
ものがどのようなものなのか学
ぶために参加しました。実施内
容は、ドローン講習やイベント
「SAGAものスゴフェスタ5」出
展対応、デジタル玩具「toio」企
画など本当に様々な体験をさせ
ていただきました。 

特に、toio企画に関しては、遊び方説明書には載っていない新
たな遊び方を企画し、新しいことを考える、企画することの難しさ
を実感しました。しかし、実際に企画が出来上がった時はとても達
成感がありました。今回、インターンシップに参加して、ソーシャル
デザインとはどのようなものなのかを学ぶことができました。また、
一つの職場でも複数の仕事を行うことができることを学び、就職
の視野を広げることができました。

「大学生活では知り得ないこと」
私は民間と公務員との併願だったため、双方を比べ、今度のキャ

リアに活かすために参加しました。内容は都市計画課内の街路・
区画整理や開発、景観、公園等の担当をそれぞれ周り、業務内容
の説明や現場研修を行うものでした。

現場研修では委託先の方 と々の会議に参加させていただきま
した。また、土木事務所では大きな災害の直後だったこともあり、
災害現場に行き、国に報告するための崩壊箇所の調査を行いまし
た。さらに、民間の方や大学教授とお会いしてお話する機会もあ
り、とても貴重な体験をさせていただきました。

このインターンシップを通して、大学では体験できない多くのこ
とを体験することができました。また、県職員として働くということ
の楽しさを知り、自分が将来働く姿を想像できるようになりまし
た。

令和元年度にインターンシップを経験した、佐賀大学、西九州大学、九州龍谷短期大学、佐賀女子短期大
学の学生から、インターンシップで学んだことやその成果を報告します。
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能地  海都
西九州大学
こども学部

心理カウンセリング学科２年

インターンシップ先
唐津市（馬渡島診療所）
■ 業種　自治体
■ インターンシップ参加時期

令和元年8月19日～25日
■ インターンシップ日数　5日間　　
■ 仕事内容

診療所における外来患者対応の補
助、デイサービスのレクリエーション
活動、住民交流イベントの運営

「離島ならではのくらしと課題を知り、関わり方を模索する」
今回のインターンシップ

は、１年生の時に地域のイ
ベントボランティア等を経
験し佐賀のことを知ってい
く中で、より佐賀について
知り地域の人 と々の交流を
してみたいと思ったことか
ら参加を決めました。島民
の皆さんは、自動車の車窓からも声をかけてくださるなどとてもフ
レンドリーで、時間の流れがとてもゆっくりしているように感じまし
た。一方で、研修をさせていただいた診療所ではお医者様ひとり
で島民の方々の様々な症状に対処しなければならず緊張感を持っ
て職務に当たられており、さらには高齢化が進む中で介護が課題
して挙げられ医療的支援の重要性を強く感じました。前述したよ
うに島は高齢化が顕著で、そのため佐賀県や唐津市が様々な離島
振興の取り組みを実施しています。私たちが今回のインターンシッ
プを機に、馬渡島に愛着を持つことができたように、若者が関わ
りを持ち続けられるしくみが必要だと思いました。

宮副  茉奈
西九州大学

健康栄養学部
健康栄養学科４年

インターンシップ先
A-noker株式会社

■ 業種　農業
■ インターンシップ参加時期

令和元年8月23日～9月30日
■ インターンシップ日数　15日間　　
■ 仕事内容

フードロス削減を目的とした規格外
品の商品開発プロジェクトにおける
販売管理及び企画

「理解を深める問いと自分の意見を言語化する大切さ」
私の家はミカン農家で、規

格外のものは出荷したとし
ても安く売りさばかれてしま
う事が普通でした。大学の
コーディネーターの方と自分
の課題意識について話をし
ていた時に、生産現場の規
格外品に付加価値をつけて
流通させる「SUTEN BY」プロジェクトを知り、この企画が将来的に
生産者の所得の向上となる可能性を知りたいと思ってインターンシッ
プの希望をしました。

商品となるかき氷のソースは無添加で扱いはとても難しかったで
す。事業趣旨を自分の言葉で伝えるためには、社会問題についての
深い理解が必要で、その過程で大枠でしか捉えていなかった事象
を多面的に見ることの大切さを痛感しました。この企画を通して、
様々な立場の方が商品開発に関わっていることを実感し、それぞれ
に思いがあることも分かりました。今後はさらに他人の価値観に触れ
られる機会を増やし視野を拡大させていきたいです。
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西村  若菜
九州龍谷短期大学

人間コミュニティ学科
映像・放送コース１年

宮地  葵
九州龍谷短期大学

人間コミュニティ学科
司書・情報コース2年

インターンシップ先
株式会社

エスプロジェクト
■ 業種　情報通信業
■ インターンシップ参加時期

令和元年８月26日～31日
■ インターンシップ日数　6日間　　
■ 仕事内容

サガテレビ情報番組のスタジオアシ
スタントディレクター（ＡＤ）
生中継のアシスタントなどを体験

インターンシップ先
株式会社

シーエックスカーゴ
■ 業種　流通業
■ インターンシップ参加時期

令和元年12月22日～令和2年1月5
日

■ インターンシップ日数　10日間
■ 仕事内容

パックの搬送、仕分け、組み立て、
点検など

「就職先を考えるときの参考に」
サガテレビのグループ会社である映像制作プロダクション、エス

プロジェクトのインターンシップに参加し、サガテレビで放送され
ている情報番組「かちかちチプレス」のスタジオＡＤ（アシスタント
ディレクター）や中継先のアシスタントを体験しました。雨の日の機
材の対策方法、中継ではケーブルの引き方やさばき方、訪問先へ
の配慮やとっさのアドリブ対応など普段は見ることができない生
放送番組の裏側の緊張感を肌で感じることができました。他にも
差し入れされたお菓子の出し方、資料のまとめ方など小さな気遣
いの理由なども丁寧に教えていただきました。インターンシップは
会社の様々な部分を見ることができます。この会社に就職すると決
めていなくても、その業界の雰囲気を見て感じることが就職先を考
えるときの参考になるなと思いました。

「仕事の理解を深めるインターンシップ」
将来の職業の選択肢の一つとして、作業を伴う仕事も考えてお

り、地元の企業で、作業を通して、仕事の流れや工夫していること
を体験したいと思いました。そこで、日本生活協同組合連合会の
物流子会社である株式会社シーエックスカーゴにおいて、調達か
ら納品までの物流について学びました。鳥栖流通センターと鳥栖
冷凍流通センターでのインターンシップは、慣れない作業で腰が
痛いときもありましたが、いろいろな作業を体験できました。1時間
の作業をした後は15分の休憩があり、社員の健康にも配慮されて
いる会社だと思いました。また、CO・OP商品がどのように箱詰め
され、各家庭に運ばれるのかがわかり、物流の仕事が少しわかっ
たように思います。

このインターンシップで作業を中心とした物流業務への理解が
すすみ、就職活動にもいかしたいと思っています。
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丹生  有紀　
佐賀女子短期大学

地域みらい学科
グローバル共生コース1年

明石 みゆき
佐賀女子短期大学

地域みらい学科
グローバル共生コース1年　

インターンシップ先
佐賀インターナショナル

ゲストハウス
HAGAKURE

■ 業種　観光・ホテル
■ インターンシップ参加時期

令和元年9月10日から9月17日
■ インターンシップ日数　5日間
■ 仕事内容

接客、ベッドや水回りの清掃等、ブ
ログの作成など

インターンシップ先
株式会社九州コーユー

■ 業種　ＩＴ関連
■ インターンシップ参加時期

令和元年9月9日から9月13日
■ インターンシップ日数　5日間
■ 仕事内容

プログラミング教材開発（プレ）な
ど

「仕事をする上で大切なこと」
外国の方と触れ合うことができ、観光・ホテル関係の場所でイン

ターンシップを経験したいと思っていたところ、「佐賀インターナ
ショナルゲストハウスHAGAKURE」のホームページで国際交流
を行っていることに魅力を感じ、インターンシップを申し込みまし
た。仕事内容は、チェックイン時のお茶出しなどの接客や食器洗
い、ブログの作成、ベッドや水回りの清掃等でした。

仕事をする上で、恥ずかしいという気持ちがあり、お客様と上手
く会話をすることができませんでした。インターンシップをしなけ
れば、このことに気付いていなかったと思います。また、失敗を考え
ず、積極的に行動することが大切だと学ぶことができました。清掃
等では、お客様が快適に過ごすための工夫がたくさんあり、覚える
のが難しかったです。真面目に仕事をすれば良いと思っていました
が、それだけでなく、一つ一つに責任を持つことや積極性が少な
かったこと等、自分に不足すること、仕事をする上で欠かせないこ
とに気付き、学ぶことができました。

「学ぶことが多かったインターンシップ」
私は株式会社九州コーユーのインターンシップに参加しました。

インターンシップをしてみたいと思ったきっかけは家から近い場所
にある会社のため、どんな会社か気になったからです。

期間中に実施したことはプログラミングの基礎を学んで、自己紹
介ページを作成したり、実際に教材開発部の方にＡＲ技術を使っ
た小中学生向けの教材案をプレゼンしたりといった内容でした。
私ははじめて社会人の方と同じ時間を会社で過ごして、学校にはな
い独特の緊張感を実感しました。さらに、ずっとパソコンに向かっ
て仕事をするので、目は疲れ、腰は痛くなるというデスクワークなら
ではの大変さも感じました。

教材案を考える時に自分の考えを伝えることが話し合いを活発
にしていくため、普段から物事に対して自分なりの意見を持つこと
が大事なことだと学びました。今後の活動でもこの経験を活かして
いきたいです。



◆  広報
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ホームページの運用や事業協働機関の大学と連携して運用するFacebook、ニュースレター、新聞等で、積
極的に情報公開・発信をしました。

■　ホームページ・Facebookページの運用

さが地方創生人材育成・活用プロジェクトのホームページではそれぞれのプロジェクトの活動を発信してい
ます。Facebookとも連動させており、各大学のプロジェクト活動を連携して更新しています。

ホームページの月間アクセス数は664件で月間ページビュー数は4,314件でした（令和元年4月1日から12月
31日までの平均値）。「2019さがを創る大交流会」開催日には1日512件のアクセスがありました。Facebook
ページに対する「いいね」数は285で昨年より25増えています。

さが地方創生人材育成・
活用プロジェクトホームページ
（https://cocplus.saga-u.ac.jp/）

さが地方創生人材育成・
活用プロジェクトFacebook
（https://www.facebook.com/cocplus.saga）
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■　ニュースレターの発行

ニュースレター「がばいさだい」を7月に発行し、「さがを創
る大交流会出展募集説明会」で配布しました。COC＋関連科
目やインターンシップ、さがを創る大交流会学生実行委員の紹
介、県内企業情報などを掲載し、COC＋事業の取り組みをPR
しました。　

がばいさだい第7号（1-2ページ）

がばいさだい第7号（7月17日発行）
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■　誰もが学びたいをサガせる佐賀大学（広告）

令和2年1月30日　佐賀新聞

◆  新聞記事等
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■　佐賀大図書館に企業PRエリア（佐賀大学）

平成31年4月16日　佐賀新聞
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■　河原に自生するノビル　野草から野菜に研究活況（佐賀大学）

令和元年5月23日　日本農業新聞
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■　利き水やボウリング、西九州大生盛り上げ（西九州大学）

平成31年4月21日　佐賀新聞
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■　ギャップ埋め離職防止を（佐賀大学）

令和元年６月５日　佐賀新聞
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■　ムツゴロウ玉入れ熱戦　佐賀整肢学園で運動会（西九州大学）

令和元年５月28日　佐賀新聞

■　西九州大生ヒシ田植え　千代田西部小児童も協力

令和元年6月14日　佐賀新聞
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■　100人カレー大作戦　作って分けて認知症予防（西九州大学）

令和元年７月25日　佐賀新聞



51

■　駅周辺整備　学生目線で　嬉野市で佐賀大研究発表会（佐賀大学）

令和元年8月12日　佐賀新聞



52

■ 鳥栖市の課題に　佐大生が解決策（佐賀大学）

令和元年8月25日　佐賀新聞

■ 佐大生　市役所で就業体験（佐賀大学）

令和元年9月4日　西日本新聞
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■　県内151企業 魅力発信へ（佐賀大学）

令和元年9月12日　佐賀新聞

■　大学生７人 農業体験（佐賀大学）

令和元年9月14日　佐賀新聞
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■ 料理の楽しさ、苦労を知る　シングルファミリーの子ども教室（西九州大学）

令和元年9月17日　佐賀新聞
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■　ハーブ入り逸口香いかが　西九州大生、企業と共同開発（西九州大学）

令和元年10月26日　佐賀新聞
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■　住民招き「秋まつり」　佐賀整肢学園・かんざき日の隈寮（西九州大学）

令和元年10月28日　佐賀新聞
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■　県内で雇用拡大へ　学生と企業「交流会」（佐賀大学）

令和元年11月5日　西日本新聞

■　「佐賀で就職しよう」（佐賀大学）

令和元年11月7日　佐賀新聞
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■　佐賀整肢学園こども発達医療センターで秋祭り（西九州大学）

令和元年11月7日　佐賀新聞



59

■　懐かしの盆踊り　かかしで（佐賀大学）

令和元年11月17日　佐賀新聞
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■　やりたい自分イメージして（佐賀女子短期大学）

令和元年12月3日　佐賀新聞
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■　地域福祉の発展目指し（九州龍谷短期大学）

令和元年12月15日　佐賀新聞
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■　幸せのクリスマスの灯　小城ルーテルこども園の園児ら、日光から採火（西九州大学）

令和元年12月24日　佐賀新聞
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■　映画「張込み」ゆかりの空き旅館「松川屋」活用へ（西九州大学）

令和2年1月7日　佐賀新聞
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■　西多久町の伝統野菜「女山大根」漬物　住民が商品化（西九州大学）

令和2年1月12日　佐賀新聞
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■　離島や海外での学びを紹介　西九州大生が活動報告（西九州大学）

令和2年1月13日　佐賀新聞

■　学生がビジネスプラン発表（佐賀大学）

令和2年1月15日　佐賀新聞
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参  考  資  料
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●  項目ごとの評価・評定
① COC+大学（佐賀大学）による運営体制と取り組みの目標や成果に関する進捗状況について

　→評定結果：Ⅲ　おおむね順調に進んでいる
（コメント）

地元就職率は全国的な要因等もあり大幅に下回っておりKPIの達成が困難な状況であるが、課題に対し
て継続的に学長を中心に計画を進めていくことを期待して、次年度に繋がるように要望したい。また、KPI
の数値に対しては、「KPIの設定が時代的背景と合っているか」という表現を盛り込んではどうか、という意
見があった。

インターンシップ参加者数は順調に増加し、計画以上に進んでいる。もし、インターンシップ参加者と非
参加者に地元就職率の有意差があれば、インターンシップの拡充の将来性で地元就職率未達の説明が
できるかもしれない。すでに模索されていると思うが、佐賀県内の高校との高大連携をインターンシップに
すれば、福岡県に流出することを少しは防げるかもしれない（県内・県外の佐賀県内就職率を根拠に）。ま
た、さがを創る大交流会についても、長崎大学がモデルとするなど大きな効果があったと思われる。

② COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学）による運営体制と取り組みの目標

や成果に関する進捗状況について

　→評定結果：Ⅳ　順調に進んでいる
（コメント）

西九州大学では構造的なミスマッチが起こっているとの説明があったが、他の大学等はインターンシップ
の実施や地元就職率は高い。九州龍谷短期大学はインターンシップ参加者数が若干少なくなっているが、
福岡が近いことも関係しているのではないか。また、女子学生は福岡に流出している現状があるのではな
いか。

全体的には順調に進んでおり、一部短大において数値が低いところも見受けられるが、次年度に向けて
継続的に経過を見守りたい。

③ COC+大学（佐賀大学）・COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学）の連携

による運営体制と取り組みの目標や成果に関する進捗状況について

　→評定結果：Ⅳ　順調に進んでいる
（コメント）

さがを創る大交流会を開催し、西九州大学は学園祭と重なり参加者が少なくなったが、全体的には多くの
参加者があった。この項目は佐賀のCOC+の強みであり、短期大学が多くある中、佐賀大学がしっかりとマネ
ジメントしている印象があり、一体感もある。また、大学と短大というコンソーシアムの形成が評価できる。

平成30年度　外部評価結果報告書
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④ 事業協働機関「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」の運営体制と取り組みの目標や成果に関す

る進捗状況について

　→評定結果：Ⅴ　特筆すべき進捗状況にある
（コメント）

さがを創る大交流会におけるオール佐賀での取り組みに関しても、協議会の役割が重要である。また、
幹事会にインターンシップ推進専門委員会が設置され、その成果としてインターンシップ参加者数が順調
に増えており、その結果、インターンシップ受入れ先も増えている。ただし、さがを創る大交流会を中心とし
て取組みは順調に進んでいるが、更なる活性化のために、より緊密な県等との連携が期待される。具体的
な手法としては、大分県等で実施されている地元に就職する学生に対する奨学金の交付や奨学金返還免
除の制度などの創設などがある。さらに、学生が主体的に企画運営するインターンシップを実施し、低コス
トで持続的に運営することを検討することが望まれる。

⑤ 事業の内容についての社会への発信・情報公開について

　→評定結果：Ⅳ　順調に進んでいる
（コメント）

シンポジウム及びFD・SD研修会の開催、ニュースレターの発行、ホームページ並びにFacebookでの情
報公開、新聞やテレビ、ラジオ等での積極的な情報公開と発信を行っている。

⑥ COC+大学（佐賀大学）における補助金の執行状況について

　→評定結果：Ⅲ　適正に執行されている
（コメント）

ほぼ計画的に執行されているため自己評価と同じ評価とする。

⑦ COC+参加校における補助金の執行状況について

　→評定結果：Ⅲ　適正に執行されている
（コメント）

ほぼ計画的に執行されているため自己評価と同じ評価とする。

■　総合評価

　→評定結果：Ⅳ　順調に進んでいる
（コメント：総評・統括）

項目④に関しては、オール佐賀での取り組みが非常に高く評価できるため「Ⅴ：特筆すべき進捗状況にあ
る」という評価となった。また、他の取組み事例も勘案して、今後のさらなる飛躍が期待され、補助金終了後
もこの取組みが持続されることが望まれるため、補助金終了後の組織体制整備が急務である。

芸術地域デザイン学部においては、来年度初めて卒業生が出るため地域定着率も含めて、どのような成
果が出てくるのかが今後の鍵を握ってくるので、対応を検討されたい。

今後は、更なるプログラムのブラッシュアップを期待したい。
総合的評価は、以上を踏まえて「Ⅳ：順調に進んでいる」となった。
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① COC+大学（佐賀大学）による運営体制と取り組みの目標や成果に関する進捗状況について

「A：佐賀大学及び事業協働機関の実施概要と取り組み状況及び成果」で述べているように、本事業は
佐賀大学地域創生推進センターで統括し、各学部・キャリアセンター等と連携して全学的に取り組んだ。
今年度3回目の開催となる「2019さがを創る大交流会」においては、学生アンケート結果から学生の地元
就職意欲の向上が図られたこと、出展機関アンケート結果からは、今後も本交流会の開催を望む声が9割
を超えるなど多く挙がった。年々、さがを創る大交流会参加学生が県内企業に就職する数も増加してきて
いる。また、インターンシップの受け入れ機関は今年度27機関増えており、学生がさまざまな地元企業を知
る機会を提供した。

「２．令和元年度における各事業の概要と実施状況・成果」に記載した通り、今年度の事業協働地域就
職率は、平成30年度の同時期に比べて4.2％減少している。一方で、事業協働機関への正課インターンシッ
プ参加者数は、平成30年度の同時期に比べて36人増加し135人となった。これは今年度（最終年度）の目
標値86人を49名上回り達成している。さらに、3月上旬に行われる正課インターンシップには17名が参加す
る予定となっており、今年度のインターンシップ参加者数は、当初の今年度目標を66人上回る予定である。
しかしながら、地元就職率では成果指標の達成に課題があるため、全体としては、自己評定は「Ⅳ：順調
に進んでいる」とする。

② COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学・西九州大学短期大学部）による運

営体制と取り組みの目標や成果に関する進捗状況について

「２）COC+参加校による取り組み状況及び成果」で述べているように、西九州大学においては、イン
ターンシップ実施コンテンツの開発や既存のインターンシップのブラッシュアップ、カリキュラム改定による
インターンシップの質の深化を図った。九州龍谷短期大学においては、キャリア教育や就職支援の取り組
みを行うとともに、正課インターンシップの実施を拡大した。佐賀女子短期大学においては、学生が県内企
業を深く理解するための講義やアクティブ・ラーニングを積極的に実施し、一部科目は全学年全学科必修
科目とした。事業協働機関へのインターンシップ参加者数は、今年度（最終年度）の目標値28名を8名上
回り36名となった。西九州大学短期大学部においては、県内高校との連携強化や積極的なキャリア教育
を実施した。

各大学が積極的にキャリア教育や地域志向教育、産学連携の推進に取り組み、地元就職率向上に向け
事業を推進している。しかしながら、地元就職率では成果指標の達成に課題があるため、全体としては、
自己評定は「Ⅳ：順調に進んでいる」とする。

③ COC+大学（佐賀大学）・COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学・西九州

大学短期大学部）の連携による運営体制と取り組みの目標や成果に関する進捗状況について

「A：佐賀大学及び事業協働機関の実施概要と取り組み状況及び成果」で述べているように、さが地方
創生人材育成・活用協議会に設置した教育プログラム開発委員会及び、幹事会に設置したインターンシッ
プ推進専門委員会の活動、大学間で連携したインターンシッププログラムの開発・実施等を行った。また、
昨年度に引き続き、西九州大学と佐賀女子短期大学が連携したインターンシップの取り組みや、佐賀大学
の「佐賀版キャリアデザイン」の授業にCOC+参加校から出講を得た。さらに、「2019さがを創る大交流
会」では、COC+大学及びCOC+参加校等で組織する「さがを創る大交流会実行委員会」において月１回
の協議を重ね、交流会の実施内容についての協議や学生参加の呼びかけ等を行った結果、1,221名の学
生が参加することとなった。このように、大学間が連携して事業を推進し、地元就職意欲の向上に積極的
に取り組んだことから、自己評定は「Ⅳ：順調に進んでいる」とする。

令和元年度　自己点検評価結果
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④ 事業協働機関「さが地方創生人材育成・活用推進協議会」の運営体制と取り組みの目標や成果に関す

る進捗状況について

「A：佐賀大学及び事業協働機関の実施概要と取り組み状況及び成果」で述べているように、総会（書
面会議含む計2回）・幹事会・シンポジウムなどを実施した。また、「2019さがを創る大交流会」の開催に
おいては、広報活動の強化及び協議会構成団体等と連携したオール佐賀での取り組みにより、事業協働
機関同士の連携を強化することができた。さらに、幹事会に設置したインターンシップ推進専門員会の活
動等により、事業協働機関でのインターンシップ参加学生数及び受入機関は着実に増加していることか
ら、自己評定は「Ⅳ：順調に進んでいる」とする。

⑤ 事業の内容についての社会への発信・情報公開について

「A：佐賀大学及び事業協働機関の実施概要と取り組み状況及び成果」で述べているように、シンポジ
ウム及びさがを創る大交流会の開催、ニュースレターの発行、ホームページ、Facebookでの情報公開、新
聞やテレビ、ラジオ等での報道を通して、積極的な情報公開と発信を行った。また、今年度新たに「さが
を創る大交流会学生実行委員会」が主体となりTwitterを活用した広報を行った。さらに、「さがを創る大
交流会実行委員会」に新たに加わった、株式会社サガテレビにより「2019さがを創る大交流会」の広報を
行ったことから、自己評定は「Ⅴ：特筆すべき進捗状況にある」とする。

⑥ COC+大学（佐賀大学）における補助金の執行状況について

ほぼ計画通りに適正に執行されていることから、自己評定は「Ⅲ：適正に執行されている」とした。

⑦ COC+参加校（西九州大学・九州龍谷短期大学・佐賀女子短期大学・西九州大学短期大学部）における

補助金の執行状況について

ほぼ計画通りに適正に執行されていることから、自己評定は「Ⅲ：適正に執行されている」とした。

総合評価

①〜⑦までの自己点検評価結果、本事業の総合評価は「Ⅳ：順調に進んでいる」とした。
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令和元年11月4日（月・振休）に開催した「2019さがを創る大交流会」で実施した学生及び出展機関への
アンケート結果をまとめましたので一部抜粋してご紹介します。交流会については、本冊子の12〜15ページ
に記載しています。

学生アンケート
1. 回答者について

学生参加者総数 アンケート回収数 回収率
1,221名 1,158名 94.8％

【内訳】

大　学 学部・学科等
学　年

小計 合計
1 年 2 年 3 年 4 年 その他 未記入

佐賀大学

文化教育学部 　 　 　 3 　 　 3
教育学部 10 35 60 1 2 1 109

芸術地域デザイン学部 2 28 40 1 　 　 71
経済学部 35 81 133 6 1 　 256
医学部 21 　 　 　 　 　 21

理工学部 31 169 185 10 　 　 395
農学部 14 59 103 　 　 　 176
その他 　 　 　 　 　 　 0 1,031

西九州大学

健康栄養学部 8 8
健康福祉学部 56 56

リハビリテーション学部 　 0
子ども学部 2 2
看護学部 40 40
その他 　 0 106

西九州大学短期大学部
地域生活支援学科 1 1

幼児保育学科 0
未記入 8 8 9

佐賀女子短期大学
地域みらい学科 47 　 　 　 　 　 47
こども未来学科 　 1 　 　 　 　 1
未記入 / その他 　 　 　 　 5 　 5 53

九州龍谷短期大学
人間コミュニティ学科 22 　 　 　 　 　 22

保育学科 　 　 　 　 　 　 0 22
小　計 289 373 521 21 8 9 1,221 1,221

2. 訪問ブース数

訪問ブース総数 回答数 平均
8,440 1,158 7.3 ブース

2019さがを創る大交流会アンケート結果
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3. アンケート結果
Q１．あなたの出身地を教えてください

Q３．希望する就職先の職種は？（複数回答可）

Q５．大交流会に参加して以前より県内企業、自治
体、団体などの活動を知ることができました
か？

Q７．大交流会に参加して以前より佐賀県内機関
（企業・自治体・ＮＰＯ）への就職意欲は高
まりましたか？

Q２．あなたは仕事にどんなことを求めますか？
　  （複数回答可）

Q４．希望する就職先の業種は？（複数回答可）

Q６．大交流会に参加して以前より佐賀に魅力を
感じましたか？
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Q８．卒業後はどこに就職したいと思いますか？

Q10．交流会が開催されることをどこで知りましたか？

Q12．本日訪問したブース数を教えてください。

Q９．卒業後はどこに住みたいと思いますか？

Q11．交流会は満足できる内容でしたか？

Q13．良かったブースの番号を3つ記入してください。

　＜上位10ブース＞

ブース番号 機　関　名

022 株式会社 Cygames 

002 佐賀県　こども未来課

021 佐賀市

035 株式会社オプティム

003 ネッツトヨタ佐賀株式会社

006 松尾建設株式会社

054 株式会社ＪＡフーズさが

060 株式会社ANAエアサービス佐賀

001 佐賀県　産業人材課

108 サンポー食品株式会社
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３）感想・要望等

学生から寄せられた感想を一部ご紹介します。

■　佐賀について知ることができた

· 佐賀出身ではないので佐賀のことについて知ることができてよかった。とても興味深い内容だった。
· 去年に続いて参加したイベントで、去年よりも多くのブースをまわることができ、様々な企業について知る

ことができた。今後の就活に生かしていきたいと思った。
· 出身が佐賀ではないので佐賀県内の企業が知れて良かった。佐賀県内に就職するのは頭になかった

が、面白い企業がいろいろあって楽しかった。
· 佐賀県の企業がよくわかりました。将来 留学生として 佐賀で活躍したいかなと思う。
· 今まで知らなかった佐賀の企業などを知ることができたので良かった。このような機会が増えると良いな

と思った。
· 佐賀県内の企業を知るために今回の交流会に参加した。実際に話を聞くことで、「働くこと」についてより

イメージがしやすくなり、視野が広がった気がする。
· 佐賀に魅力を感じる企業や団体が多数あって興味を惹かれた。
· 様々な企業を知ることが出来て参加して良かったと感じた。佐賀の中の企業でこんなに面白い企業があ

ると気づくことができた。
· 佐賀県にはこんなにたくさんの企業があるということを知るきっかけとなった。
· 県外の出身なので、佐賀県の企業はあまり知らなかったのが、今回、大交流会に参加して、佐賀の企業の

魅力を知ることができて良かった。
■　佐賀県での就職を考えるきっかけとなった

· 就活を始めて間もないのでとてもためになった。佐賀の魅力がわかったので就職先としても考えていきた
い。

· 佐賀県内の企業について知ることが出来て良かった。たくさんは回れなかったが、普段福岡に住んでい
て、佐賀県内の企業は名前だけ聞いてもどういう仕事をされているのか分からなかったのですごく勉強
になった。特に佐賀県の産業人材課のブースではいろいろ企業の情報を教えていただきとても参考に
なった。佐賀県内での就職も視野に入れてみようと思いました。

· このイベントに参加して、地元にこれほど多くの魅力的な企業があるということを初めて知った。今までは
何となく福岡などで就職を考えていたが、今回認識が改まったので良い機会になったと思う。

· このイベントに参加することで佐賀の企業の良さがわかりました。地元が福岡なので福岡に就職したいん
ですが、佐賀も候補に入れていこうとおもいます。

· たくさんの佐賀の職業をみれてよかったです！さらに佐賀への就職を前向きに考えるようになりました！
· 佐賀県外での就職を考えていたが今回の説明会で佐賀にも魅力的な企業が多くあることを知る事がで

きた。企業について知る事ができる機会がこれまであまりなかったのでとても有意義だった。
· 名前の聞いたことない企業を沢山知れてよかった。佐賀にも素晴らしい企業があると再確認出来た。
· ｢佐賀は何も無い｣を覆すような事業がいくつかあり、調べたり行ってみたりしたい。
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■　職業選択の幅が広がった

· 様々な業種企業を一度に見て回れることは魅力的だった。どのブースの方も丁寧な対応で、話を聞きやす
かった。自分は教員を希望しているが、他の業種を見て、様々な視野から職業選択をする必要を感じた。

· 今回のイベントで、まだまだ沢山の知らない企業があることを知り、就職の幅を広げるための良い機会
だった。

· 農学部なので食品以外はあまり興味がなかったのですが、食品メーカー以外の会社も非常に興味深い
職種が多く面白かったです。

· とても勉強になりました。佐賀大学農学部の先輩方が食品会社の研究部門で働いているということが分
かって、自分もできれば研究の分野に関わる仕事をしたいと改めて思った。自分とは違う分野の企業にも
とても興味が湧きました。とても面白いイベントでした。

· 実際に働いている方の話を聞いて、自分が思いもしなかった職種や技術が多くあり刺激になりました。
■　就職活動について考える機会となった

· 就職に対してより深く学ぶことができたのでまた来年も来たいと思います。
· 就活に向けてはまだピンと来ていなかったが今回の交流会で現実味が帯びた。
· 大学在学中にしっかりと準備をしていくことが大切だと思った。

■　要望

· 教員を目指す学生がより勉強になる話を聞けるようなブースを設けて頂けると、より幅広い学生が当交流
会を楽しめるのではないかと感じた。

· 次回は他の自治体にも参加していただきたい。
· 皆が知ってる大企業や地元に根付いた企業だけでなくより多くのベンチャー企業などにも参加してほしい。
· 半年に一度など、回数を増やしてほしい。

■　感想

· なにを自分が聞きたいか考えずに行ってしまったので、次に行く時はもっと自分の聞きたいことや、やりた
いことをはっきりさせてから行きたい。

· 企業側から来ていただけるイベントがあることは、学生にとってとても貴重でありがたい時間になると感じた。
· 様々な企業のブースが設置されており、自分が普段生活していて決して関わることのない企業も見ること

ができ、とても実りのある体験だった。
· 実際こういうイベントが無いと企業について知る機会が生まれなく、とてもありがたいイベントでした。
· 企業の情報はもちろん、インターンシップ等のことも知れてよかったです。



77

2. アンケート結果

Q１．今回の交流会について事前説明は満足なものでしたか。

Q２．今回の交流会について以下の項目の満足度について教えてください。

● 定住促進に向けた佐賀の魅力発信する場として

Q３．今回の交流会の開催時期は適切でしたか 。

● 地元就職拡大に向けた佐賀県内機関の発信の
場として

出展機関アンケート

1.  1. 回答者について

出展機関：145　　アンケート回収数：127　　アンケート回収率：87.6％
【内訳】

業　種 回答数 機関数 業　種 回答数 機関数
自治体 7 8 運輸・旅行・サービス 9 11
NPO・団体 12 19 流通・卸・小売 19 19
幼稚園・保育園・福祉施設 4 4 機械製造 11 16
IT・情報・通信 17 18 一般製造 23 23
食品製造 9 11 建設・土木・設備 12 12
金融・保険・証券 4 4 計　 127 145
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Q４．今回の交流会の出展機関数は適切でしたか。

Ｑ６．出展ブースの広さは適切でしたか。

Q７-２．「Ｑ７-１」で「思う」と回答した方にお尋ね
します。
このような交流会を開催する場合の開催
場所はどこがいいと思いますか。

Q７-４．「Ｑ７-３」で「賛成」、「金額による」と回答
した方にお尋ねします。
金額いくらぐらいが適当だと思われます
か。

Ｑ５．今回の開催時間（3時間）は適切でしたか。

Ｑ７-１．このような交流会を引き続き開催した方
が良いと思いますか。

Q７-３．「Ｑ７-１」で「思う」と回答した方にお尋ね
します。
交流会出展の有料化についてどう思いま
すか。
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Ｑ　今後の交流会への期待・要望や改善してほしい点、大学との産学官連携・共同研究等への要望があ
ればご記入ください。（抜粋）

· 今後も県内企業と学生の交流の場づくりに御協力をお願いしたい。
· 各ブースで説明する時間帯にステージでマナー講習などはやめた方が良い。
· 大学3年生等の就職活動対象の学生のみで行うイベントを増やしてほしい。
· 今年は祝日開催のため休日出勤になります。できれば平日開催希望します。
· 両サイドのブースに集中し、十分なスペースが得られないときがあったので、今後は考慮していただきたい。
· もう少し小規模でいいので学生説明会に出たい。
· 大学生が理系・文系・その他の分類がわかれば助かる。
· TV取材等が入る場合は、事前に社内確認が必要なので伝えてほしい。
· 希望職種（せめて理系か文系か）がわかる工夫が欲しかった。出展者も学生もその方がわかりやすくて良

いかと思いました。
· 各企業のPR動画を1社1分程度で制作して、会社の複数個所で流して、その動画の最後にブースの位置を

アナウンスする。
· 理工学部都市工学科は別箇に説明がなされているので、どうしてもブースへの立ち寄りが少ないようです。
· 起業を目指す学生も対象にしてほしい。
· いろんな企業様との共同研究の紹介などがあれば良いなと思います。
· 訪問者が多くて熱心に話を聞いてくれて楽しかったです。有意義な時間を過ごすことができました。
· 学生の名札（学部、希望職）等があればわかりやすいと思います。
· 理系の大学生をもっと参加させてほしい。
· 業種別展示、学生の学部学科等が多少わかるシールなどを貼ってくれるとわかりやすい。
· 業界を色ではなく会社名横に記載してほしい。
· 気軽に佐賀大学、西九州大学などに相談できる窓口があると助かります。
· 学生が理系か文系かわかるとより声がけしやすかったかと思います。
· 業種・文理を分けて、ブースをつくると学生もわかりやすいと思う。開催時期に関して、佐賀県内のイベント

の日は避けた方が良いと思った。
· 学生の学部がわからないので、わかるようにしていただけると話しやすいです。
· 大学の長期休暇中に行うことで、更なる来場者の増加につながると思う。
· 多くの企業、学生が参加できる場として継続してほしい。
· 学生の専門がわかると、お互いにアンマッチが起きにくいと思います。
· せっかくの貴重な場なのでより多くの学生に参加してもらいたい。
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■ 調査期間：令和元年6月26日〜7月5日
■ 調査方法：メールにて回答
■ 回収率：53.8％
■ 全体の満足度：92.9％

「さが地方創生人材育成・活用プロジェクト」事業協働機関アンケート
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関 連 要 項 ・ 規 則 等
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さが地方創生人材育成・活用推進協議会設置要項
（平成２８年２月２０日制定）

（設置）
第１条　地（知）の拠点大学による地方創生事業（以下「ＣＯＣ＋」という。）で取り組む大卒者の地元定着
率の向上及び雇用の拡大・創出を推進することを目的として，ＣＯＣ＋事業協働機関に「さが地方創生人材
育成・活用推進協議会（以下「協議会」という。）」を置く。
（事業）
第２条　協議会は，第１条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事業を行う。
　（1） 大卒者の地元就職率向上に関する事業
　（2） 地元雇用の拡大，及び雇用の創出に関する事業
　（3） 地域を担う人材育成に関する支援・協力事業
　（4） その他ＣＯＣ＋の目的達成に必要な事業
（組織）
第３条　協議会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。
　（1） 別表１に掲げる各機関の長
　（2） その他協議会が必要と認める者
（役員）
第４条　協議会に，次に掲げる役員を置く。
　（1） 会長
　（2） 副会長
２　会長及び副会長は，委員の互選とする。
３　会長は、協議会を招集し，その議長となる。
４　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときはその職務を代行する。
（審議事項）
第５条　協議会は，次に掲げる事項を審議する。
　（1） 第２条に掲げる事業の基本方針等に関すること
　（2） 協議会の運営に関すること
　（3） 協議会の入退会に関すること
　（4） その他協議会の運営に必要な事項
（構成員以外の者の出席）
第６条　協議会は，必要に応じ構成員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことができる。
（議事）
第7条　協議会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。
２　議長は，会長をもって充てる。
３　委員が，会議に出席できないときは，代理者を出席させることができる。
４　議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは議長の決するところによる。
（幹事会）
第８条　協議会に，ＣＯＣ＋事業を企画・立案し，及び推進するため，幹事会を置く。
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（構成）
第９条　幹事会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。
　（1） 協議会の機関から選出された者　 　　　　若干名　　
　（2） 幹事会が必要と認めた者
２　前項第１号の委員の任期は２年とし，再任は妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，
前任者の残任期間とする。
（委員長）
第１０条　幹事会に委員長を置く。
２　委員長は，委員の互選とする。ただし，再任は妨げない。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
（審議事項）
第１１条　幹事会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　（1） 大卒者の地元就職率向上に関する事業の企画・立案
　（2） 地元雇用の拡大，及び雇用の創出に関する事業の企画・立案
　（3） 地域を担う人材育成に関する支援・協力事業の企画・立案
　（4） その他ＣＯＣ＋事業に必要な事項
（専門委員会）
第１２条　幹事会に前条に掲げる事業の具体的な検討等を行うため，専門委員会を置くことができる。
２　専門委員会に関し，必要な事項は幹事会が別に定める。
（入退会）
第１３条　協議会への入退会は，協議会の承認を得るものとする。
（各機関の事務）
第１４条　協議会，幹事会及び専門委員会等に関する連絡，調整及び報告等に関する事務を行うため，各
機関に事務担当者を置く。
（事務）
第１５条　協議会及び幹事会に関する事務は，佐賀大学（ＣＯＣ＋大学）内に置く。
（雑則）
第１６条　この要項に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，協議会が別に定める。

附　則
この要項は，平成２８年２月２０日から実施する。
附　則（平成２８年７月２７日改正）
この要項は，平成２８年７月２７日から実施する。
附　則（平成２９年７月１１日改正）
この要項は，平成２９年７月１１日から実施する。
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別表１（第３条関係）
さが地方創生人材育成・活用推進協議会構成団体一覧

（平成２９年７月１１日現在）

大学群
佐賀大学（ＣＯＣ＋大学）
九州龍谷短期大学（ＣＯＣ＋参加校）
佐賀女子短期大学（ＣＯＣ＋参加校）
西九州大学（ＣＯＣ＋参加校）
西九州大学短期大学部（ＣＯＣ＋参加校）

地方公共団体等
佐賀県
佐賀市
唐津市
鳥栖市
多久市
伊万里市
武雄市
鹿島市
小城市
嬉野市
神埼市
吉野ヶ里町
基山町
上峰町
みやき町
玄海町
有田町
大町町
江北町
白石町
太良町
佐賀県市長会
佐賀県町村会

経済団体等
佐賀県経営者協会
佐賀経済同友会
佐賀県商工会議所連合会
佐賀県商工会連合会
佐賀県中小企業団体中央会
佐賀県農業協同組合
佐賀県工業連合会

連携企業等
（株）オプティム
（株）佐賀共栄銀行
（株）佐賀銀行
（株）佐賀新聞社
（株）サガテレビ
（株）佐賀電算センター
（株）スーパーモリナガ
（株）そよかぜ館
（株）戸上電機製作所
（株）中山鉄工所
（株）パソナテック
松尾建設（株）
（株）ミゾタ
（株）三井住友銀行　佐賀支店
（株）ワイビーエム
リコージャパン（株）　佐賀支社
（財）佐賀県地域産業支援センター
佐賀県ベンチャー交流ネットワーク
（社）ジャパン・コスメティックセンター
（株）七浦
認定特定非営利活動法人 地球市民の会
特定非営利活動法人 鳳雛塾
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国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター規則
（平成２７年１２月２５日制定）

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人佐賀大学基本規則（平成１６年４月１日制定）第１２条の２の規定に基
づき，国立大学法人佐賀大学（以下「本法人」という。）に置く国立大学法人佐賀大学地域創生推進セン
ター（以下「センター」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。
（目的）
第２条　センターは，本法人が地域とともに未来に向けて発展し続ける地（知）の拠点大学として実施する
地域を志向した教育・研究・社会貢献活動の充実発展及び雇用の拡大・創出に寄与することを目的とする。
（業務）
第３条　センターは，次に掲げる業務を行う。
　（1） 地域を志向するキャリア教育の企画・推進に関すること。
　（2） 地域を志向する教育・研究・社会貢献の企画・推進に関すること。
　（3） 雇用の拡大・創出に関連する社会貢献の企画・推進に関すること。
　（4） その他センターに関すること。
（部門）
第４条　センターに，第２条に掲げる目的を達成するため，部門を置くことができる。
２　部門に関し必要な事項は，別に定める。
（組織）
第５条　センターに，次の職員を置く。
　（1） センター長
　（2） 副センター長　３人
　（3） 併任の教員
　（4） 第８条に規定する特任教員　
　（5） その他センター長が必要と認めた者　若干人
（センター長）
第６条　センター長は，理事（教育・学生担当）をもって充てる。
２　センター長は，センターの業務をつかさどり，センターの職員を統督する。
（副センター長）
第７条　副センター長は，理事（研究・社会貢献担当），キャリアセンター長及びリージョナル・イノベーショ
ンセンター産学地域連携部門長をもって充てる。
２　副センター長は，センター長の職務を補佐し，センターの業務を掌理する。
（コーディネーター）
第８条　センターに，地域創生人材育成コーディネーター及びキャリアデザイン・コーディネーターを置き，セ
ンターの特任教員をもって充てる。
（特任教員の選考）
第９条　特任教員の選考は，第１１条に規定する運営委員会の議を経て，学長が行う。
（併任の教員）
第１０条　併任の教員の選考は，センター長及び所属部局長の推薦に基づき，次条に規定する運営委員会
の議を経て，学長が行う。
２　併任の教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，併任の教員に欠員が生じた場合の後任者の
任期は，前任者の残任期間とする。
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（運営委員会）
第１１条　センターに，国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター運営委員会（以下「運営委員会」とい
う。）を置く。
２　運営委員会は，次に掲げる事項を審議する。
　（1） センターの事業実施の基本方針及び重要事項
　（2） センターの教員の人事に関する事項
　（3） センターの予算及び決算に関する事項
　（4） その他センターの管理運営に関する事項
第１２条　運営委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
　（1） センター長
　（2） 副センター長　３人
　（3） 文部科学省地（知）の拠点大学による地方創生推進事業実施責任者
　（4） 全学教育機構高等教育開発室の教員　１人
　（5） 第８条に規定する特任教員　　
　（6） 学務部教務課長
　（7） 学術研究協力部社会連携課長
　（8） その他センター長が必要と認めた者　若干人
第１３条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
第１４条　運営委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開き，議決をすることができない。
２　運営委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところに
よる。ただし，コーディネーターの人事に関する事項及び特に重要な事項については，出席した委員の３分の
２以上の賛成を必要とする。
（意見の聴取）
第１５条　運営委員会は，必要に応じて，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。
（部門連絡会議）
第１６条　センターに，センターを具体的に運営・実施するための施策を企画・立案し，及び部門間の調整を
行うため，部門連絡会議を置く。
２　部門連絡会議に関し必要な事項は，別に定める。
（事務）
第１７条　センター及び運営委員会の事務は，学術研究協力部社会連携課及び学務部教務課の協力を得て
学務部就職支援課が行う。
（雑則）
第１８条　この規則に定めるもののほか，センターの組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。
　
附　則
この規則は，平成２７年１２月２５日から施行する。
附　則（平成２９年９月２７日改正）
この規則は，平成２９年１０月１日から施行する。
附　則（平成３０年３月２８日改正）
この規則は，平成３０年４月１日から施行する。
附　則（平成３０年７月６日改正）　
この規則は，平成３０年７月６日から施行し，平成３０年４月１日から適用する。
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国立大学法人佐賀大学地域創生推進センターＣＯＣ＋事業推進部門要項
（平成２８年１月１５日制定）

（設置）
第１　国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター（以下「地域創生推進センター」という。）に，地域創
生推進センター規則第４条第２項の規定に基づき，地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（以下「Ｃ
ＯＣ＋」という。）を推進するために，ＣＯＣ＋事業推進部門（以下「部門」という。）を置く。
（業務）
第２　部門は，ＣＯＣ＋事業である地域を志向した教育・研究・社会貢献に関する企画等を協議する。
（組織）
第３　部門は，次に掲げる構成員をもって組織する。
　（1） 地域創生推進センター副センター長
　（2） 文部科学省地（知）の拠点大学による地方創生推進事業実施責任者
　（3） 各学部及び全学教育機構から選出された教員　各１人
　（4） 地域創生推進センター地域創生人材育成コーディネーター
　（5） 地域創生推進センターキャリアデザインコーディネーター
　（6） その他地域創生推進センター副センター長が必要と認めた者　若干人
２　前項第３号及び第６号の構成員の任期は２年とし，再任を妨げない。
３　前項の構成員に欠員が生じた場合の後任の構成員の任期は，前任者の残任期間とする。
（部門長）
第４　部門に部門長を置き，第３第１項第２号の構成員をもって充てる。
２　部門長は，部門の業務を掌理する。
３　部門長は，部門会議を招集し，その議長となる。
４　部門長に事故があるときは，部門長があらかじめ指名した構成員がその職務を代行する。
（構成員以外の者の出席）
第５　部門長が必要と認めたときは，構成員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。
（事務）
第６　部門会議に関する事務は，ＣＯＣ＋事業に関係する各課の協力を得て，学務部教務課が行う。
（雑則）
第７　この要項に定めるもののほか，部門に関し必要な事項は，別に定める。

附　則
１　この要項は，平成２８年１月１５日から実施する。
２　この要項施行後，最初に選出される第３第３号及び第６号の構成員の任期は，同第２項の規定にかか
わらず，平成３０年３月３１日までとする。

附　則（平成２８年７月１４日改正）
この要項は，平成２８年７月１４日から実施し，平成２８年７月１日から適用する。
附　則（平成３０年３月２８日改正）
この要項は，平成３０年４月１日から施行する。
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教育プログラム開発委員会に関する要項
（平成２８年５月１１日制定）

（趣旨）
第１　さが地方創生人材育成・活用推進協議会設置要項第12条第2項の規定に基づき、教育プログラム開
発委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。
（審議事項）
第２　委員会は，次に掲げる事項を審議する。
　（1） 地元就職率向上のための教育課程の編成に関すること
　（2） 地元志向型キャリア教育に関すること
　（3） 共同FD・SDの企画に関すること
　（4） 地元企業等におけるインターンシップに関すること
　（5） その他、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）に関すること
（組織）
第３　委員会は，次に掲げる構成員をもって組織する。
　（1） 佐賀大学から選出された者　2人
　（2） 西九州大学から選出された者　2人
　（3） 佐賀女子短期大学から選出された者　2人
　（4） 九州龍谷短期大学から選出された者　2人
　（5） 西九州大学短期大学部から選出された者　2人
　（6） その他委員会が必要と認めた者　若干人
（委員長）
第４　委員会に委員長を置き，委員会の互選により選出する。
２　委員長は，委員会を招集し、その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した構成員がその職務を代行する。
（委員以外の者の出席）
第５　委員長が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。
（事務）
第６　委員会に関する事務は，ＣＯＣ＋事業に関係する各大学の協力を得て，佐賀大学学務部教務課が行
う。
（雑則）
第７　この要項に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。

附　則
この要項は，平成２８年５月１１日から実施する。
附　則（平成３０年５月７日改正）
この要項は，平成３０年５月７日から実施する。
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さが地方創生人材育成・活用推進協議会の評価に関する規程
（平成２９年２月９日制定）

（趣旨）
第１条　この規程は，文部科学省地（知）の拠点大学による地方創生推進事業「さが地方創生人材育成・
活用プロジェクト」におけるさが地方創生人材育成・活用推進協議会が自ら行う点検及び評価（以下「自己
点検評価」という。）及びその評価の結果の活用等並びにさが地方創生人材育成・活用推進協議会以外の
者による検証（以下「外部評価」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。
（目的）
第２条　自己点検評価及び外部評価は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会が行う事業等の質的向
上を図り，さが地方創生人材育成・活用推進協議会の運営全般の改善・改革に資するとともに，さが地方創
生人材育成・活用推進協議会の理念及び目標・計画を達成し，社会からの負託に応えることを目的として実
施する。
（自己点検評価）
第３条　さが地方創生人材育成・活用推進協議会に，自己点検評価を行うために，さが地方創生人材育
成・活用推進協議会自己点検評価委員会（以下「自己点検評価委員会」という。）を置く。
２　自己点検評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。
（外部評価）
第４条　さが地方創生人材育成・活用推進協議会が行う事業等の外部評価を行うために，さが地方創生人
材育成・活用推進協議会外部評価委員会（以下「外部評価委員会」という。）を置く。
２　外部評価委員会は，自己点検評価の結果に関し外部評価を行うものとする。
３　外部評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。
（評価結果の報告，活用及び公表）
第５条　自己点検評価委員会は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会長に，自己点検評価の結果を報
告するものとする。
２　さが地方創生人材育成・活用推進協議会長は，自己点検評価及び外部評価の結果を検証し，さが地方
創生人材育成・活用推進協議会の運営及び諸活動の向上のために活用するものとする。
３　さが地方創生人材育成・活用推進協議会長は，自己点検評価及び外部評価の結果について公表するも
のとする。
（事務）
第６条　さが地方創生人材育成・活用推進協議会の評価に関する事務は，国立大学法人佐賀大学学務部
教務課が行う。
（雑則）
第７条　この規程に定めるもののほか，さが地方創生人材育成・活用推進協議会の評価に関し必要な事項
は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会長が別に定める。

附　則
この規程は，平成２９年２月９日から施行する。
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さが地方創生人材育成・活用推進協議会自己点検評価委員会に関する細則
（平成２８年２月９日制定）

（趣旨）
第１条　この細則は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会の評価に関する規程（平成２９年２月９日制
定）第３条第２項の規定に基づき，さが地方創生人材育成・活用推進協議会に置くさが地方創生人材育成・
活用推進協議会自己点検評価委員会（以下「自己点検評価委員会」という。）に関し必要な事項を定めるも
のとする。
（審議事項）
第２条　自己点検評価委員会は，次に掲げる事項を審議する。
　（1） 自己点検評価の具体的な項目等の策定に関すること。
　（2） 自己点検評価の実施内容及び方法に関すること。
　（3） 自己点検評価報告書に関すること。
　（4） その他自己点検評価に関すること。
（組織）
第３条　自己点検評価委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
　（1） 地（知）の拠点大学による地方創生事業（以下「ＣＯＣ＋事業」という）実施責任者
　（2） 国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター副センター長
　（3） 国立大学法人佐賀大学地域創生推進センター特任教員（ＣＯＣ＋事業コーディネーター） ２人
　（4） 学校法人永原学園西九州大学（ＣＯＣ＋事業参加校）から選出された者　若干名
　（5） 学校法人佐賀龍谷学園九州龍谷短期大学（ＣＯＣ＋事業参加校）から選出された者　１人
　（6） 学校法人旭学園佐賀女子短期大学（ＣＯＣ＋事業参加校）から選出された者　１人
　（7） さが地方創生人材育成・活用推進協議会から選出された者　１人
　（8） その他さが地方創生人材育成・活用推進協議会長が必要と認めた者　若干人
（任期）
第４条　前条第４号から第８号までの委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じ
た場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条　自己点検評価委員会に，委員長を置き，前条第１号の委員をもって充てる。
２　委員長は自己点検評価委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
（議事）
第６条　自己点検評価委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。
２　自己点検評価委員会の議事は，出席した委員の３分の２をもって決する。
（委員以外の者の出席）
第７条　自己点検評価委員会が必要と認めたときは，自己点検評価委員会に委員以外の者の出席を求め，
意見を聴くことができる。
（事務）
第８条　自己点検評価委員会に関する事務は，国立大学法人佐賀大学学務部教務課が行う。　
（雑則）
第９条　この細則に定めるもののほか，自己点検評価委員会に関し必要な事項は，自己点検評価委員会が
別に定める。

附　則
１　この細則は，平成２９年２月９日から施行する。
２　この細則施行後，最初に選出される第３条第４号から第８号までの委員の任期は，第４条の規定にか
かわらず，平成３０年３月３１日までとする。
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さが地方創生人材育成・活用推進協議会外部評価委員会に関する細則
（平成２９年３月１０日制定）

（趣旨）
第１条　この細則は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会の評価に関する規程（平成２９年２月９日制
定）第４条第２項の規定に基づき，さが地方創生人材育成・活用推進協議会に置くさが地方創生人材育成・活
用推進協議会佐賀外部評価委員会（以下「外部評価委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。
（任務）
第２条　外部評価委員会は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会自己点検評価委員会がまとめる自己
点検評価の結果について検証を行う。
（組織）
第３条　外部評価委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。
　（1） 地方創生を担う人材育成に関して学識を有する者　１人
　（2） 学生のキャリア教育に関して学識を有する者　１人
　（3） 地方創生を推進する地方公共団体の職員　１人
　（4） 地域経済の振興や雇用の拡大に関して実務経験のある経済人　１人
　（5） その他さが地方創生人材育成・活用推進協議会長が必要と認めた者　若干人
２　前項第１号から第４号までの委員は，さが地方創生人材育成・活用推進協議会会長が指名する。
（任期）
第４条　委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任の委員の任期
は，前任者の残任期間とする。
（委員長）
第５条　外部評価委員会に，委員長を置き，委員の互選により定める。
２　委員長は外部評価委員会を招集し，その議長となる。
３　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。
（議事）
第６条　外部評価委員会は，委員の過半数が出席しなければ議事を開くことができない。
２　外部評価委員会の議事は，出席した委員の３分の２をもって決する。
（委員以外の者の出席）
第７条　外部評価委員会が必要と認めたときは，外部評価委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴く
ことができる。
（事務）
第８条　外部評価委員会に関する事務は，国立大学法人佐賀大学学務部教務課が行う。
（雑則）
第９条　この細則に定めるもののほか，外部評価委員会に関し必要な事項は，外部評価委員会が別に定める。

附　則
１　この細則は，平成２９年３月１０日から施行する。
２　この細則施行の際，最初に選出される委員の任期は，第４条の規定にかかわらず，平成３０年３月３１日
までとする。
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令和元年度さが地方創生人材育成・活用推進協議会　委員名簿
佐賀大学

部　局 役　職 氏　名

佐賀大学
さが地方創生人材育成・活用推進協議会

学長
会長 兒 玉 　 浩 明

佐賀大学
地域創生推進センター

副学長
理事（教育・学生担当）

センター長
山 下 　 宗 利

佐賀大学
地域創生推進センター

副学長
理事（研究・社会連携・国際担当）

副センター長
寺 本 　 憲 功

医学部看護学科
地域創生推進センター

教授
副センター長 佐 藤 　 珠 美

経済学部
キャリアセンター
地域創生推進センター

教授
センター長

副センター長
羽 石 　 寛 志

全学教育機構
ＣＯＣ＋事業

教授
実施責任者 五 十 嵐 　 　 勉

全学教育機構 講師 山 内 　 一 祥

芸術地域デザイン学部 教授 山 口　 夕妃子

教育学部　附属教育実践総合センター 准教授 石 井 　 宏 祐

経済学部 准教授 戸 田　 順一郎

理工学部 教授 三 島 　 伸 雄

医学部　地域医療科学教育研究センター 教授 堀 川 　 悦 夫

理工学部 准教授 矢 田 　 光 徳

農学部 教授 田 中 　 宗 浩

地域創生推進センター コーディネーター 三 島 　 　 舞

西九州大学

部　局 役　職 氏　名

西九州大学
リカレント教育・研究推進本部

副学長
本部長 井 本 　 浩 之

リカレント教育・研究推進本部 コーディネーター 横 尾 　 仁 美
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九州龍谷短期大学

部　局 役　職 氏　名

保育学科 教授 松 田 　 祐 子

人間コミュニティ学科 准教授 宮 原 　 正 広

学務課 課長 嶺 川 　 英 二

佐賀女子短期大学

部　局 役　職 氏　名

地域みらい学科 教授 夏 目 　 朋 之

地域みらい学科 講師 久 保 　 知 里

西九州大学短期大学部

部　局 役　職 氏　名

幼児保育学科 准教授 占 部 　 尊 士

地域生活支援学科 教授 平 田 　 孝 治

学生支援課 本 岡 　 慎 一 郎

自治体・企業・NPO法人・団体

所　属 役　職 氏　名

佐賀県 地域交流部 さが創生推進課 課長 岩 永 　 幸 三

佐賀県 総務部 人事課 企画・人材
担当係長 近 藤 　 英 心

佐賀市 企画調整部 企画政策課 課長 武 富 　 将 志

佐賀市 総務部 人事課 主事 山 口 　菜穂子

みやき町 総務部 企画調整課 課長 岡 　 毅

佐賀県商工会議所連合会 事務局長 八 谷 　 浩 司

認定特定非営利活動法人地球市民の会
一般社団法人ユニバーサル人材開発研究所

理事
代表理事 大 野 　 博 之

特定非営利活動法人鳳雛塾 事務局長 竹 内 　 陽 慶

アジアパシフィックアライアンス・ジャパン 事務局長 根 木 　 佳 織

ジョブカフェSAGA 統括マネージャー 坂 本 　 圭 介
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佐賀大学

部　局 役　職 氏　名

教務課 課長 森 口 　 晴 美

教務課（教務管理主担当） 係長 伊 東　 雄一郎

教務課（教育企画主担当） 係長 鶴 田 　 博 信

教務課 課員 主 藤 　 聡 一

教務課 課員 柳 　 薫

教務課 事務補佐員（経理） 松 﨑 　 智 美

就職支援課 課長 吉 岡 　 邦 浩

就職支援課 係長 伊 東 　 雅 浩

就職支援課 課員 内 村 　 千 夏

地域創生推進センター 事務補佐員 松 林 　 　 茜

社会連携課 課長 浦 川　 加奈子

社会連携課 係長 井 上 　 謙 一

国際課（トビタテ！留学JAPAN） 課長 吉 田 　 規 雄

国際課（トビタテ！留学JAPAN） 課員 木 下　 翔太朗

国際課（トビタテ！留学JAPAN） 事務補佐員 村 岡 　 　 都

九州龍谷短期大学

部　局 役　職 氏　名

学務課 鳥 飼 　 智 弘

佐賀女子短期大学

部　局 役　職 氏　名

　 COC+コーディネーター 泉　   万里 江

西九州大学短期大学部

部　局 役　職 氏　名

総務課 課員 山 口 　 貴 之

自治体・企業・NPO法人・団体

部　局 役　職 氏　名

佐賀県 地域交流部 さが創生推進課 副主査 織 田 　 美 和

佐賀市 企画調整部 企画政策課 主任 豆 田     　仁

みやき町 企画調整部 企画調整課 主事 原 　   千 夏

令和元年度さが地方創生人材育成・活用推進協議会　関係者名簿
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